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愛南トピックス

今月の谷口町長

町職員人事異動を
お知らせします

教職員人事異動を
お知らせします

水産業振興をめざし、
愛媛大学南予水産研究
センターが始動 !

町政フラッシュ

愛南こみゅにけーしょん

笑顔いっぱい！
愛なんっこ

元気いっぱい！
アイ・あい・愛ランド

あいなん掲示板

愛は南から

目次愛南
トピッ

クス
2～

3

4～

7～

9

10～

22～

24

25

26～

表紙の写真コメント

愛媛 FC を元気よく応

援する城辺少年サッカーク

ラブの皆さんです。

（ニンジニアスタジアム）

3/23

鬼北総合公園
体育館で「第
3 回鬼北町合
併記念町長旗
争 奪 バ レ ー
ボール大会」
が行われ、全
国大会出場経
験のある強豪
チームを抑え、
見事、一本松
VC が優勝を果
たしました。

3/23

4/8
一本松女性団体連絡協議会が、一本松温泉あけぼの荘付近の国道沿線花壇の除

草作業を行いました。春の日差しを受け、色鮮やかなパンジーが輝いていました。

柏小で火災避難訓練が行われました。（写真 寺岡秀
ひでゆき

幸編集委員）

2/20

28

老朽化に伴う新築工事を進めていた尻貝集会所 ( 木造平屋建 ) が、平成 20

年 3月 6日に完成し、落成を祝う地区住民が賑やかに餅まきを行いました。

3/20
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　3月は、国立大学法人愛媛大

学と愛南町との連携・協力協

定調印式 (11 日、松山市 )、城

辺中学校卒業式 (17 日 )、尻貝

集会所落成式 (20日 )、平成 20

年第1回町議会定例会 (21日 )、

魚神山小学校卒業式・閉校式

(23 日 )、町雇用促進協議会・

議員全員協議会 (26 日 )、町営

住宅暴力団排除協定調印式 (28

日 )等に出席しました。

　4月は、町職員異動辞令交付

式・臨時職員任用辞令交付式・

教職員着任式 (1 日 )、愛媛大

学南予水産研究センター開所

式 (2 日 )、交通安全祈願祭 (6

日 )、福浦小学校・南宇和高等

学校入学式 (8 日 )、道路特定

財源暫定税率の継続を求める

地方の声！総決起大会 (17 日、

東京都 )、行政協力員総会 (18

日 )等に出席しました。

　今号でお知らせしました「愛

媛大学南予水産研究センター」

は、平成 14年頃に行われた旧

西海町と愛媛大学との協議で、

水産研究施設の設置が検討さ

れた経緯がありました。

　このような経緯と、南予地

域の地場産業の振興を進める

愛媛県や社会貢献を目標に掲

げる愛媛大学、第一次産業の

活性化をめざす本町の取組み

等、それぞれの思いや要因が

重なり合い、実現できたこと

と喜んでいます。

　今後、住民の皆様と一体と

なり、愛媛大学南予水産研究

センターとの関わりを深め、

新たな水産業の活性化策を全

国にアピールしていければと

願っています。

今月の谷口町長は・・

「第 22 回定期演奏会」で、ソロパートを担当した赤木沙
さ ほ

帆さん（左側、

南宇和高 2年）、小澤有
ゆ う き

輝くん（右側、3年）です。

3/23

マダイ養殖場で、楽しそうに餌やりを体験する参加者の様子です。

3/29

西海支所で、愛媛大学や愛媛県、南予の自治体首長を招き「南予水産研

究センター開所式」が盛大に開催されました。

4/2

愛媛 FC マッチタウンゲーム (VS ザスパ草津 ) のハーフタイムで、愛媛

FCに声援を送る城辺少年サッカークラブの皆さん。

3/23

今号
の

注目記
事
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町
職
員
人
事
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新　
　
　

任

旧　
　
　

任

氏　

名

【
課
長
級
】

総
務
課　

課
長

内
海
支
所　

支
所
長

(

兼)

内
海
支
所 

住
民
福
祉
課 

課
長

石
川 

芳
洋

財
産
管
理
課　

課
長　

内
海
支
所 

地
域
振
興
課　

課
長

中
川 

健
一

税
務
課　

課
長

消
防
本
部 

防
災
対
策
課　

課
長　

中
川 

扶
身
人

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

所
長

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
楽
荘　

施
設
長

曽
我
部 

盛
男

保
健
福
祉
課　

課
長

(

兼)
城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

所
長

一
本
松
支
所 

地
域
振
興
課　

課
長

西
村 

信
男

柏
保
育
所　

所
長

(

兼)

家
串
保
育
所　

所
長

中
浦
保
育
所　

所
長

(

兼)

赤
水
保
育
所　

所
長

菊
地 

真
由
美

御
荘
保
育
所　

所
長

長
崎
保
育
所　

所
長

(

兼)

菊
川
保
育
所 

所
長

中
尾 

房
子

高
齢
者
支
援
課　

課
長

(

兼)

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

所
長　

財
産
管
理
課　

課
長

吉
田 

俊
一
郎

　

次
の
と
お
り
、
4
月
1
日
付
で
人
事
異
動
（
総
勢
92
名
が
異
動
、
内
新
規
採
用

4
名
）
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
紙
面
の
都
合
上
、
役
職

ご
と
に
異
動
者
の
み
掲
載
し
ま
す
。
（
氏
名
の
前
の
○
は
昇
格
）
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【
課
長
補
佐
級
】

総
務
課　

課
長
補
佐

〔
危
機
管
理
者
〕(

兼)

情
報
電
算
係　

係
長

総
務
課　

課
長
補
佐

(

兼)

地
域
情
報
係　

係
長

藤
村 

雄
二

企
画
財
政
課　

課
長
補
佐

(

兼)

企
画
調
整
係　

係
長　

企
画
財
政
課　

課
長
補
佐

(

兼)

入
札
係　

係
長

赤
岡 

政
典

水
産
課 

水
産
研
究
開
発
室　

室
長

企
画
財
政
課　

課
長
補
佐

(

兼)

企
画
調
整
係　

係
長

長
田 

岩
喜

御
荘
保
育
所　

所
長
補
佐

菊
川
保
育
所　

所
長
補
佐

尾
崎 

節
美

【
係
長
級
】

水
産
課 

水
産
振
興
係　

係
長

(

兼)

水
産
課 

水
産
研
究
開
発
室 

水
産
研
究
開
発
係 

係
長

水
産
課 

水
産
振
興
係　

係
長

浅
海 

伸
児

商
工
観
光
課 

観
光
係　

係
長

商
工
観
光
課 

商
工
係　

係
長

山
岡 

強

観
光
旅
客
船　

船
長

観
光
旅
客
船　

船
員

○
吉
田 

昌
宏

柏
保
育
所　

主
任
保
育
士

御
荘
保
育
所　

主
任
保
育
士

小
川 

弥
生

御
荘
保
育
所　

主
任
保
育
士

赤
水
保
育
所　

主
任
保
育
士

浜
田 

妙
美

城
辺
保
育
所　

主
任
保
育
士

菊
川
保
育
所　

主
任
保
育
士

吉
田 

公
己

東
海
保
育
所　

主
任
保
育
士

柏
保
育
所　

主
任
保
育
士

木
下 

勝
美

一
本
松
保
育
所　

主
任
保
育
士

御
荘
保
育
所　

主
任
保
育
士

市
川 

久
美

一
本
松
保
育
所　

主
任
保
育
士　

東
海
保
育
所　

主
任
保
育
士

和
泉 

佳
代

一
本
松
保
育
所　

主
任
保
育
士

赤
水
保
育
所　

主
任
保
育
士

田
手 

浩
子

高
齢
者
支
援
課 

介
護
認
定
係　

係
長

平
城
公
民
館 

管
理
事
業
係　

係
長

(

併)

総
務
課 

地
域
支
援
係

佐
々
木 

里
香

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
楽
荘　

主
任
支
援
員

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
楽
荘

上
級
相
談
員

○
菊
地 

栄
美

水
道
課 

浄
水
係　

係
長

環
境
衛
生
課 

下
水
道
係　

係
長

宮
崎 

康
弘

西
海
支
所 

住
民
福
祉
課 

住
民
福
祉
係

係
長

西
海
支
所 

地
域
振
興
課 

産
業
建
設
係

係
長

山
田 

し
か
よ

西
海
支
所 

地
域
振
興
課 

環
境
観
光
係

係
長

西
海
支
所 

地
域
振
興
課 

産
業
建
設
係

係
長

吉
田 

正
一

消
防
署 

第
1
小
隊 

指
導
係　

係
長

(

兼)
消
防
本
部 

庶
務
課 

予
防
係　

係
長

消
防
本
部 

庶
務
課 

予
防
係　

係
長

藤
井 

裕
久

城
辺
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー 

管
理
事
業
係

係
長
兼
運
転
手

上
大
道
公
民
館 

管
理
事
業
係　

係
長

(

併)

総
務
課 

地
域
支
援
係(

併)

町
民
課 

住
民
係

有
田 

正
宏

平
城
公
民
館 
管
理
事
業
係　

係
長

(

併)

総
務
課 

地
域
支
援
係

御
荘
支
所 

住
民
福
祉
課 

住
民
福
祉
係

係
長

木
村 

真
知
世

御
荘
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー 

管
理
事
業
係

係
長

生
涯
学
習
課 

文
化
振
興
係　

係
長

猪
野 

博
基

長
月
保
育
所　

所
長
心
得

長
月
保
育
所　

所
長
補
佐

桐
林 

美
子

長
崎
保
育
所　

所
長
心
得

一
本
松
保
育
所　

主
任
保
育
士

○
大
本 

千
鶴
江

中
浦
保
育
所　

所
長
心
得

一
本
松
保
育
所　

主
任
保
育
士

○
小
泉 

サ
ダ
子

緑
保
育
所　

所
長
心
得　

緑
保
育
所　

主
任
保
育
士

○
山
本 

祥
子

東
海
保
育
所　

所
長
心
得

城
辺
保
育
所　

主
任
保
育
士

○
田
村 

早
苗

久
良
保
育
所　

所
長
心
得　

久
良
保
育
所　

所
長
補
佐

小
笠
原 

米
美

消
防
本
部 

消
防
課　

課
長
補
佐

(

兼)

救
急
救
助
係　

係
長

消
防
本
部 

消
防
課 

救
急
救
助
係

係
長

○
増
田 

智
彦

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
楽
荘　

施
設
長

城
辺
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　

所
長

吉
田 

勲

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

緑
保
育
所　

所
長

(

兼)

長
月
保
育
所　

所
長

岡
田 

庄
吉

御
荘
霊
苑　

所
長　

一
本
松
保
健
セ
ン
タ
ー　

所
長

坂
井 

宏
光

内
海
支
所　

支
所
長

(

兼)

内
海
支
所 
住
民
福
祉
課　

課
長

保
健
福
祉
課　

課
長

(

兼)

城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

所
長

○
那
須 

英
治

内
海
支
所 

地
域
振
興
課　

課
長

内
海
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　

所
長

木
網 

玄
樹

御
荘
支
所　

支
所
長

(

兼)

御
荘
支
所 

住
民
福
祉
課　

課
長

御
荘
支
所 

地
域
振
興
課　

課
長

○
吉
見  

元

御
荘
支
所 

地
域
振
興
課　

課
長

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

所
長

坂
尾 

英
治

一
本
松
支
所 

地
域
振
興
課　

課
長

一
本
松
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　

所
長

岡
野 

志
朗

西
海
支
所　

支
所
長

(

兼)

西
海
支
所 

住
民
福
祉
課 

課
長

学
校
教
育
課　

課
長

○
橋
岡 

政
文

消
防
本
部　

消
防
長

御
荘
支
所　

支
所
長

(

兼)
御
荘
支
所 

住
民
福
祉
課　

課
長

高
橋 

純
一

消
防
本
部　

消
防
次
長

(

兼)

消
防
署 

消
防
署
長

消
防
本
部 
庶
務
課　

課
長

西
田 

茂

消
防
本
部 

庶
務
課　

課
長

(

兼)

消
防
本
部 

消
防
課 

課
長

消
防
本
部 

庶
務
課　

課
長
補
佐

○
松
田 

良
生

消
防
本
部 

防
災
対
策
課　

課
長

御
荘
保
育
所　

所
長

松
田 

雅
博

学
校
教
育
課　

課
長

税
務
課　

課
長

岡
田 

敏
弘

御
荘
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　

所
長

(

兼)

内
海
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　

所
長

柏
保
育
所　

所
長

(

兼)

家
串
保
育
所　

所
長

田
原 

博
人

城
辺
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　

所
長

(

兼)

一
本
松
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　

所
長

東
海
保
育
所　

所
長

(

兼)

久
良
保
育
所　

所
長

濱
本 

正
恵

生
涯
学
習
課　

課
長

(

兼)

愛
南
町
中
央
公
民
館　

館
長

御
荘
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　

所
長

尾
崎 
健

一
本
松
公
民
館　

館
長

御
荘
霊
苑　

所
長

田
原 

郁
夫

御
荘
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー　

所
長

(

併)

御
荘
夢
創
造
館 

所
長

内
海
保
健
セ
ン
タ
ー　

所
長

宮
城 

辰
彦
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平
成
20
年
4
月
1
日
付
採
用
者

企
画
財
政
課

主
事

橋
本 

茂
喜

保
健
福
祉
課

管
理
栄
養
士

本
田 

和
江

消
防
本
部 

庶
務
課

主
事

上
埜 

友
也

消
防
本
部 

庶
務
課

主
事

高
田 

武

新規採用者
写真左から、

愛南消防本部庶務課主事　上埜 友
と も や

也

愛南消防本部庶務課主事　高田 武
たけし

保健福祉課管理栄養士　本田 和
か ず え

江

企画財政課主事　橋本 茂
し げ き

喜

写真は、平成 20 年度に新規採用された方々です

【 

技
能
労
務
職
】

御
荘
保
育
所

菊
川
保
育
所

山
口 

ち
づ
子

御
荘
保
育
所

赤
水
保
育
所

若
本 

千
恵
美

御
荘
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
楽
荘

大
黒 

美
鈴

家
串
小
学
校

魚
神
山
小
学
校

酒
井 

美
佐
子

赤
水
小
学
校

家
串
小
学
校

森
口 

千
春

新　
　
　

任

旧　
　
　

任

氏　

名

【
一
般
】

総
務
課(

愛
媛
県
派
遣)

消
防
本
部
防
災
対
策
課

坪
﨑 

健

総
務
課(
四
国
経
済
産
業
局
派
遣)

税
務
課

吉
村 

昌

総
務
課(

愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
派
遣)

国
保
一
本
松
病
院
付
属
内
海
診
療
所

宮
川 

茂
朗

総
務
課(

愛
媛
大
学
派
遣)

御
荘
支
所 

地
域
振
興
課

上
田 

耕
平

税
務
課

水
産
課 

産
業
振
興
室

重
台 

久
美

町
民
課

西
海
支
所 

住
民
福
祉
課

山
本 

恵

水
産
課 

産
業
振
興
室

総
務
課(

愛
媛
県
派
遣)

桑
原 

真
也

保
健
福
祉
課　

総
務
課

尾
川 

勝
彦

保
健
福
祉
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

石
井 

ゆ
か
り

御
荘
保
育
所

緑
保
育
所　

尾
﨑 

智
美

城
辺
保
育
所

緑
保
育
所

本
多 

美
代
子

城
辺
保
育
所

東
海
保
育
所

関
根 

恵
美

緑
保
育
所

城
辺
保
育
所

松
岡 

純
子

東
海
保
育
所

城
辺
保
育
所

大
野 

聡
史

一
本
松
保
育
所

緑
保
育
所

大
野 

里
恵

高
齢
者
支
援
課

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
楽
荘

家
中 

真
由
美

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
支
援
課

前
田 

美
幸

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
支
援
課

佐
竹 

日
出
子

国
保
一
本
松
病
院
付
属
内
海
診
療
所

商
工
観
光
課

川
本 

由
香

御
荘
支
所 

住
民
福
祉
課

御
荘
支
所 

地
域
振
興
課

尾
川 
美
保

御
荘
支
所 

地
域
振
興
課

水
産
課

二
神 

志
朗

西
海
支
所 

地
域
振
興
課

御
荘
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

山
本 

周
二

消
防
本
部 

防
災
対
策
課

財
産
管
理
課

尾
﨑 

誠

生
涯
学
習
課

御
荘
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

稲
住 

好
秋

中
浦
公
民
館

(

併)

総
務
課 

地
域
支
援
係

(

併)

町
民
課 

住
民
係

(

併)

水
産
課 

管
理
係 

(

併)

会
計
課 

出
納
係

税
務
課

山
下 

知
恵

上
大
道
公
民
館

(

併)

総
務
課 

地
域
支
援
係

(

併)

町
民
課 

住
民
係

一
本
松
支
所
地
域
振
興
課

嘉
新 

満
雄
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教
職
員
人
事
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

次
の
と
お
り
、
4
月
1
日
付
で
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
氏
名
の
前
の
○
は
昇
任
さ

れ
た
方
で
す
。

【
教
諭
】

家
串
小

魚
神
山
小

松
岡 

竜
彦

柏
小

講
師

竹
田 

知
佳

赤
水
小

一
本
松
小

増
田 

智
之

平
城
小

中
浦
小

長
田 

美
雪

赤
水
小

山
下 

す
ず
子

城
辺
小

若
松 

千
夏

講
師

島
岡 

貞
敏

長
月
小

東
海
小

好
岡 

聖

福
浦
小

高
田 

晶
子

城
辺
小

久
良
小

好
岡 

達
也

助
教
諭

本
多 

由
実

講
師

吉
田 

恵
理

緑
小

城
辺
小

萩
尾 

司

僧
都
小

愛
媛
大
院
特

前
田 

和
美

久
良
小

柏
小

少
林 

純
子

東
海
小

一
本
松
小

川
﨑 

敦
子 

福
浦
小

月
橋 

祐
子

船
越
小

西
田 

裕

一
本
松
小

魚
神
山
小

中
川 

美
恵

篠
山
小

松
戸 

一
明

船
越
小

上
田 

城
生

平
城
小

宮
下 

嘉
納
子

講
師

倉
田 

歩

船
越
小

家
串
小

得
能 

健
二

長
月
小

浅
野 

真
二

満
倉
小

中
村 

恭
子

福
浦
小

講
師

安
岡 

千
尋

愛
媛
大
院
特

一
本
松
小

中
澤 

佳
代

県
教
委

船
越
小

中
川 

公
詞

伊
予
市
北
山
崎
小

長
月
小

竹
村 

恵
美

【
教
頭
】

家
串
小

魚
神
山
小

高
橋 

ゆ
か
り

柏
小

満
倉
小

中
平 

葉
子

菊
川
小

吉
田
中

○
牛
川 

頼
明

僧
都
小

県
教
委

○
妻
鳥 

昇
司

久
良
小

福
浦
小

吉
本 

浩

深
浦
小

西
予
市
蔵
貫
小

宮
本 

裕
司

満
倉
小

八
幡
浜
市
松
陰
小

○
冨
長 

清
志

篠
山
小

宇
和
島
市
高
光
小

○
古
森 

ひ
と
み

福
浦
小

僧
都
小

幸
田 
健
一

県
教
委

家
串
小

松
廣 
歩

宇
和
島
市
清
満
小

柏
小

岡
村 

美
枝

西
予
市
明
間
小

菊
川
小

田
崎 

智
子

伊
方
町
大
久
小

篠
山
小

大
塚 

稔

新
任
校

前
任
校

氏　

名

【
校
長
】

赤
水
小

松
野
西
小

○
赤
松 

伸
二

長
月
小

緑
小

大
和
田 

い
そ
子

城
辺
小

長
月
小

長
岡 

和
人

緑
小

西
予
市
狩
江
小

井
村 

光
男

久
良
小

宇
和
島
市
教
委

○
岡
本 

一
平

西
浦
小

鬼
北
町
三
島
小

○
二
宮 

渉

砥
部
町
麻
生
小

赤
水
小

重
松 

里
美

松
山
市
椿
小

久
良
小

片
上 

公
典

西
予
市
狩
江
小

西
浦
小

川
上 

安
弘

西
予
市
中
筋
小

久
良
小

○
若
田 

正

小
学
校
教
職
員
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【
退
職
を
さ
れ
た
方
】

中
浦
中

校
長

清
家 

權
一

篠
山
中

教
諭

山
﨑 

日
出

城
辺
中

養
護
教
諭

坪
﨑 

和
枝

御
荘
中

学
校
栄
養
職
員

草
木
原 

登
美
子

【
教
頭
】

御
荘
中

城
辺
中

木
下 

史
生

城
辺
中

今
治
市
大
西
中

鈴
木 

文
博

鬼
北
町
広
見
中

御
荘
中

河
野 

謙
三

松
野
町
松
野
南
小

福
浦
中

○
田
中 

昭
宏

宇
和
島
市
由
良
小
平
井
分
校

西
海
中

○
山
下 

芳
子

【
教
諭
】

内
海
中

鬼
北
町
広
見
中

末
光 

展
也

一
本
松
中

若
木 

伯
博

講
師

平
山 
綾

御
荘
中

番
城
小

谷
岡 

矢
衣

平
城
小

山
口 

治
代

講
師

蓮
本 

華
那

【
退
職
を
さ
れ
た
方
】

平
城
小

教
諭

中
川 

友
紀

僧
都
小

教
諭

中
尾 

豊
子

長
月
小

事
務
係
長

山
本 

惠
子

【
校
長
】

中
浦
中

魚
神
山
小

浅
井 

敬
司

一
本
松
中

城
辺
小

酒
井 

平
雄

福
浦
中

鬼
北
町
広
見
中

○
行
定 

惠
志

宇
和
島
市
城
北
中

一
本
松
中

河
野 

常
記

宇
和
島
市
三
間
中

福
浦
中

松
下 

子

【
養
護
教
諭
】

城
辺
中

一
本
松
中

凝
地 

澄
子

一
本
松
中

松
野
東
小

松
本 

忍

西
海
中

養
護
助
教
諭

井
上 

芙
美

【
栄
養
教
諭
】

御
荘
中

一
本
松
中

間
叮 

愛

一
本
松
中

西
予
市
宇
和
中

大
久
保 

京
太

城
辺
中

津
島
中

松
森 

志
帆

篠
山
中

中
田 

恒
智

篠
山
中

鉾
岩 

千
勢

講
師

市
橋 

明
子

講
師

芝 

佐
代

講
師

松
田 

翔
平

篠
山
中

御
荘
中

成
宮 

佐
恵

城
辺
中

山
本 

真
由
美

福
浦
中

清
水 

昌
子

西
海
中

吉
田 

昌
史

西
海
中

御
荘
中

森
下 

治
子

城
辺
中

鉾
岩 

俊
二

城
辺
中

児
島 

哉
也

福
浦
中

城
辺
中

三
原 

麻
貴

教
育
セ
ン
タ
ー

山
岡 

一
孝

講
師

山
本 

明
日
美

鬼
北
町
広
見
中

城
辺
中

若
宮 

磯
一

宇
和
島
市
津
島
中

内
海
中

松
本 

裕
子

【
事
務
係
長
・
事
務
職
員
】

家
串
小

福
浦
小

梶
田 

い
づ
み

平
城
小

宇
和
島
市
由
良
小

松
本 

尚
子

長
月
小

新
採

宮
本 

治

船
越
小

大
洲
市
南
久
米
小

松
本 

正
子

赤
水
小

村
上 

明
日
香

西
海
中

田
邊 

真
吾

宇
和
島
市
由
良
小

家
串
小

中
川 

誠

宇
和
島
市
城
北
中

平
城
小

畔
地 

義
隆

  

【
学
校
栄
養
職
員
】

柏
小

新
採

渡
辺 

久
子

松
山
市
久
米
小

柏
小

中
村 

伊
佐
子

【
養
護
教
諭
】

菊
川
小

魚
神
山
小

中
田 

明
水

中
浦
小

養
護
助
教
諭

大
西 

海
南

満
倉
小

養
護
助
教
諭

吉
村 

あ
つ
子

西
浦
小

養
護
助
教
諭

安
居 

結
花

大
洲
市
粟
津
小

菊
川
小

西
宮 

舞

中
学
校
教
職
員

松
山
市
新
玉
小

城
辺
小

渡
邉 

真
希

教
育
セ
ン
タ
ー

城
辺
小

増
田 

元
徳

緑
小

吉
村 

智
生
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西
海
支
所
で
、
水
産
養
殖
の
研
究
を
通
じ
た
地
域
活
性

　

化
を
め
ざ
す
「
愛
媛
大
学
南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
」
の

開
所
式
が
あ
り
、
愛
媛
大
学
や
南
予
の
自
治
体
首
長
、
漁

協
、
水
産
業
者
等
の
関
係
者
、
約
80
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

同
式
典
で
は
、
小
松
正ま

さ

ゆ

き幸
愛
媛
大
学
学
長
が
「
水
産
養
殖

の
基
礎
研
究
を
通
じ
、
地
域
と
密
着
し
た
活
性
化
策
を
め
ざ

し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
続
い
て
、
谷
口
町

長
が
「
こ
の
開
所
式
を
迎
え
、
非
常
に
感
激
し
て
い
る
。
今

後
、
大
学
と
と
も
に
、
新
た
な
水
産
振
興
を
め
ざ
し
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

愛
媛
大
学
南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は

　

大
学
の
研
究
力
を
効
果
的
に
地
域
活
性
化
に
結
び
つ
け
る

た
め
、
水
産
業
の
活
発
な
愛
南
町
に
活
動
拠
点
を
置
き
、
地

域
住
民
と
連
携
、
協
力
し
て
地
域
貢
献
を
め
ざ
す
施
設
で
、

全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
る
愛
媛
大
学
の
取
組
み
で
す
。

　

町
も
、
同
セ
ン
タ
ー
と
漁
協
や
水
産
業
者
等
の
連
携
を
密

接
に
す
る
た
め
、
水
産
課
に
「
水
産
研
究
開
発
室
」
（
西
海

支
所
内
）
を
新
設
し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
ま
す
。

4/
　2

水産業振興をめざし、
愛媛大学南予水産研究
センターが始動!

ど
ん
な
こ
と
を
研
究
す
る
の

 

「
生
命
科
学
」
「
環
境
科
学
」
「
社
会
科

学
」
の
3
研
究
部
門
、
9
つ
の
分
野
で
構
成

さ
れ
、
愛
媛
大
学
の
教
員
の
ほ
か
に
、
高

知
・
香
川
・
京
都
・
北
海
道
の
各
大
学
の
客

員
研
究
員
と
学
生
が
、
研
究
成
果
の
地
域
還

元
を
め
ざ
し
ま
す
。
ま
た
、
愛
媛
大
学
が
住

民
か
ら
「
地
域
特
別
研
究
員
」
を
公
募
し
ま

す
。
こ
の
他
、
地
元
ゆ
か
り
の
人
物
を
講
師

に
招
き
「
あ
い
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
（
仮
称
）
」

を
定
期
的
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

主
な
研
究
内
容
に
つ
い
て
は
、
左
図
の
と

お
り
で
す
。

　

今
後
、
愛
媛
大
学
南
予
水
産
研
究
セ
ン

タ
ー
の
活
動
内
容
等
、
詳
し
く
は
、
同
セ
ン

タ
ー
事
務
室（
℡
8
２
―

1
0
2
2
）に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

地域連携研究支援

センター長・副センター長
センター長：山内皓平教授

社会科学

海業(地域水産業、

ブルー・ツーリズム)

を核にした地域活性

化、生産流通基盤に

関する調査研究、精

密養殖システムの構

築。

管理委員会
運営委員会

参与会

研究部門

環境科学生命科学

●
赤
潮
研
究
客
員
分
野

   (

香
川
大
学)

●
漁
場
環
境
科
学
分
野

●
魚
病
研
究
分
野

●
魚
類
栄
養
学
客
員
分
野

   (

高
知
大
学)

●
海
洋
資
源
利
用
開
発
研
究
分
野

●
水
産
養
殖
研
究
分
野

●
生
産
流
通
基
盤
研
究
分
野

●
水
産
経
済
・
経
営
研
究
分
野

●
水
産
社
会
・
文
化
研
究
分
野

最先端技術を用いた

養殖技術や新養殖種

の開発。未利用海洋資

源の有効活用による

特定健康食品開発。

魚病の研究と魚類

寄生虫の駆除技術開

発。

養殖場環境の実態解

明と環境浄化法の開

発による養殖環境の

修復、赤潮発生のメ

カニズムの解明と赤

潮防除に関する研

究。

副センター長：若林良和教授 

主な研究活動
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歳　出
127億5,000万円

（前年度比1.1％減）

公債費
31億5,147万7千円
（24.7％）

総務費
20億4,105万9千円
（16.0％）

教育費
14億8,939万1千円
（11.7％）

衛生費
12億1,500万円
（9.5％）

教育費
14億8,939万1千円
（11.7％）

衛生費
12億1,500万円
（9.5％）

農林水産業費
7億9,230万8千円
（6.2％）

消防費
4億4,118万4千円
（3.5％）

土木費
1億9,118万8千円
（1.5％）

その他
3億583万3千円
（2.4％）

民生費
31億2,256万円
（24.5％）

民生費
31億2,256万円
（24.5％）

歳　入
127億5,000万円

（前年度比1.1％減）

地方交付税
68億9,990万1千円
（54.1％）

町税
18億6,633万1千円
（14.6％）

町税
18億6,633万1千円
（14.6％）

国・県支出金
10億7,168万8千円
（8.4％）

繰入金
7億4,701万6千円
（5.9％）

国・県支出金
10億7,168万8千円
（8.4％）

繰入金
7億4,701万6千円
（5.9％）

町債
6億6,140万円
（5.2％）

分担金及び負担金
3億2,814万8千円
（2.6％）

繰越金
3億円
（2.4％）

地方消費税交付金
2億600万円
（1.6％）

その他
6億6,951万6千円
（5.2％）

その他の内訳

地方譲与税 1億5,100万円

利子割交付金 1,900万円

配当割交付金 1,000万円

株式等譲渡所得割
交付金

500万円

自動車取得税交付
金

5,300万円

地方特例交付金 1,360万円

交通安全対策特別
交付金

300万円

使用料及び手数料 1億8,922万3千円

財産収入 4,191万4千円

諸収入 1億8,377万9千円

その他の内訳

議会費 1億726万9千円

商工費 1億7,278万円

災害復旧費 765万1千円

諸支出金 1,061万5千円

予備費 751万8千円

平成20年度の当初予算をお知らせします

　平成20年度は、限られた厳しい財源を効果的に活用し、町総合計画に掲げた施策の実現を図るため、

優先度の高いものから「選択と集中」を徹底し、効率の良い行財政運営に努めることを基軸に予算編

成を行った結果、歳入歳出総額１２７億５,０００万円になりました。平成19年度予算と比較すると

１億４,８００万円の減額予算となります。

（2）歳出の内訳

（1）歳入の内訳

1　平成20年度一般会計当初予算
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3　企業会計当初予算
（１）水道事業会計
歳入

予　算　額
前年度予算に
対する増減

水道事業収益 4億2,930万1千円 1,809万4千円の減

資本的収入 390万2千円 4,195万6千円の減

計 4億3,320万3千円 6,005万円の減

（２）病院事業会計
歳入

予　算　額
前年度予算に
対する増減

病院事業収益 5億8,440万円 3,560万円の減

資本的収入 3,681万7千円 453万5千円の減

計 6億2,121万7千円 4,013万5千円の減

○新庁舎建設計画町民検討委員会を設置し、建設候補地や規模等について検

討します。

○職員使用の業務用パソコンの暗号化を図り、情報セキュリティ対策の強化

に努めます。

○愛媛大学南予水産研究センターとの連携を強化し、円滑な事業推進を図り

ます。

○乳幼児医療費無料化を就学前までに拡大します。また、第２子が5／10、第３

子が1／10に保育料を軽減し、子育て支援事業の充実を図ります。

○町民の融和と一体感の醸成を図るため「愛南町の歌や踊りの制作」「町民憲

章の制定」を行います。

2　特別会計当初予算
会　計　名 予　算　額 前年度予算に対する増減

国民健康保険特別会計 ３７億８,０００万円 ４８０万円の増

老人保健特別会計 ２億８,９００万円 ２８億７,６００万円の減

後期高齢者医療特別会計 ２億８,２５０万円 新規事業のため増

介護保険特別会計 ２３億７,９００万円 １,２００万円の増

簡易水道特別会計 ２億３,５００万円 ６,２００万円の減

小規模下水道特別会計 １億６,７３６万円 ９１万円の増

温泉事業等特別会計 ８,９２０万円 ９７０万円の増

旅客船特別会計 ５,０８０万円 ６３０万円の減

平成20年度に実施する重点事業

歳出

予　算　額
前年度予算に
対する増減

水道事業費用 4億6,095万3千円 1,355万8千円の増

資本的支出 2億1,187万7千円 5,750万7千円の減

計 6億7,283万円 4,394万9千円の減

注）資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額2億797万5千円は、当年度分損益勘定留保資金1億
8,602万9千円、当年度資本的収支調整額294万6千円、利益剰余金1,900万円で補填する。

歳出

予　算　額
前年度予算に
対する増減

病院事業費用 5億8,440万円 3,560万円の減

資本的支出 5,522万7千円 1,351万6千円の減

計 6億3,962万7千円 4,911万6千円の減

注）資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額1,841万円は、当年度分損益勘定留保資金1,841万円
で補填する。
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内海地域

地区名 行政協力員名

網　代 高　魚　亀　利

魚神山 井　村　和　男

油　袋 前　田　仲　人

家　串 吉　良 一

平　碆 山　口　佐津雄

須ノ川 井　上　莊太良

柏　崎 松　本　明　義

柏 中　村　威久男

西海地域

地区名 行政協力員名

越　田 池　田　亀　男○副

弓　立 内　田 勝○副

小　浦 中　田 強○副

樫　月 中　平 保○副

船　越 吉　田　鋭　三○副

久　家 長　田　幸　雄○副

下久家 池　田　俊　彦　

樽　見 中　井　照　一○副

大成川 中　野　久　夫○副

小成川 　未　　定　　○副

福　浦 平　野　三　男○副

麦ケ浦 濵　田　三　郎　

武者泊 山　田　重　廣○副

外　泊 楠　葉　和　弘

中　泊 吉　田　秀　夫○副

内　泊 濱　田　功　義○副

御荘地域

地区名 行政協力員名

菊川第１ 川　口　雅　春○副

菊川第２ 井　関　正　敬○副

菊川第３ 大　石　和　典○副

菊川第４ 神　谷　一　義　

平　山 清　水　陽　三　

長　洲 吉　田　和　博○副

長　崎 齋　藤　和　久　

貝　塚 山　下 博　

八幡野 楠　木　憲　一○副

本　町 中　尾　富　三○副

寺新町 池　田　雄　吉○副

栄　町 德　田　幹　雄○副

上　町 梶　原　德　重　

馬　場 尾　﨑 洋○副

下永ノ岡 原　田　明　彦○副

上永ノ岡 久　德　耕　一　

和口第１ 田　渕　清　美○副

和口第２ 吉　本 勉　

長月第１ 保　村　佳　告○副

長月第２ 森　口 勇○副

長月第３ 赤　松　作　男　

長月第４ 幸　田　文　雄○副

馬　瀬 清　家　義　隆　

節　崎 大　西　俊　文　

深　泥 椙　山 力　

防城成川 轟 政　典○副

赤　水 尾　﨑　洋　祐　

高　畑 清　水　芳　雅○副

尻　貝 末　廣　四　郎○副

奥ノ谷 木　村　武　士○副

中ノ谷 佳　倉 功○副

高　手 山　本　澄　夫

灘　前 山　本 豊○副

左右水 宮　下　悦　男○副

猿　鳴 山　田　幸　彦○副

城辺地域

地区名 行政協力員名

僧　都 山　﨑　哲　也

山　出 佐　藤　和　彦

梶郷上 布　山　清　幸○副

梶郷下 近　藤　英　雄○副

大道上 菅　澤 隆○副

大道下 凝　地　利　秋○副

樫　床 岩　村　逸　夫○副

樋　口 荒　谷　栄　次○副

西　柳 好　岡　記志夫○副

岡 青　木　昌　訓○副

中　緑 末　武　文　男○副

当　時 金　繁　範　男○副

下　緑 中　井 一○副

左　谷 金　繁　博　樹○副

太　場 宇都宮 弘○副

豊　田 松　平　正　文○副

豊田西 栗　林 誠○副

東団地 岡　原　純　生○副

神　越 松　田　重　貞○副

中ノ谷 中　平　昌　文○副

鼻 小　西　隆　広

下長野 宮　本　經　之

石井手 髙　平　龍　宣

伊勢町 増　田 稔

矢の町１ 片　岡　年　秀○副

矢の町２ 平　田 的○副

矢の町３ 松　下　政　史○副

中町上 安　森　秀　男○副

中町下 宮　田　吉　弘

北　裡 中　川　治　雄

後　１ 倉　田　榮　一

後　２ 中　平 学○副

後　３ 岩　城　令　孝○副

清　水 井　上 傑○副

行政協力員
　以下のとおり、平成20年度の各地域の行政協力員及び副行政協力員が決まりましたのでお知らせします。

詳しくは、総務課（TEL72-1211）へ問い合わせください。

沖　１ 三　浦　文　憲○副

沖　２ 細　川　安　雄

松　本 凝　地　勝　義

久　保 中　田 充○副

鳥　越 岡　田　俊　明

中　原 桝　田　道　敏

土　居 西　田　博　文

三島団地 田　窪　基　宏

蓮乗寺 後　藤　英　雄

脇　本 吉　村　定　託○副

中　玉 田　村　茂　雄○副

大　浜 一　男○副

柿ノ浦 中　野　伊太郎○副

敦　盛 橋　本　正　人○副

岩　水 宇　佐　正　志

垣　内 濵 良　才

東　浜 菊　地　五　大○副

中　組 山　下　信　夫○副

奥　前 中　平　英　明○副

西　浜 安　岡 初

鼻　前 實　好　傳次郎○副

鯆　越 田　下　一　二○副

古　月 藤　井　彌三男

日　土 山　口　正　仁○副

大寿浦 浦　川　憲　惠○副

真　浦 浦　川　辰　己○副

西真浦 清　水　岩　門

新　浦 小　泉　一　明○副

地区名 組　名 副行政協力員名

正　木

下組第一 仲　野　雅　彦

下組第二 岡　原　哲　善

徳　田 岡　原 浩

宮　川 黒　岩　松　秀

本　村 大奈路 至

御在所 射　場　藤　義

大駄場 岡　本　光　夫

太　田 松　本　義　員

一本松地域

地区名 行政協力員名

正　木 立　石　一　男

増　田 宝　田　安　茂

小　山 埜々下　正　男

中　川 井　村　博　康

広　見 宮　岡　秀　幸

上大道 山　下　延　夫

満　倉 坪　﨑 一

一本松 大　峰　敏　男

増　田

亀之串 中　谷　守　男

八人組 尾　崎　浩　児

東中屋 中　井　宣　弘

西中屋 田　原　幸　治

東中組 岡　野　志　朗

中　組 石　河　則　幸

西中組 德　茂　博　人

広　岡 福　岡　勇　二

内尾串第一 山　本 武

内尾串第二 德　田　健　一

内尾串第三 長　尾　英　生

平　畑 山　本　清　人

中　串 山　本　光　春

小　山

東小山 浅　山 享

本村第一 山　口　勝　巳

本村第二 中　平　清　久

坂　石 市　村　基　明

中　川

新　田 二　神　紀久雄

大　又 保　田　耕　作

影　平 吉　良　祐　一

名　本 宮　下　清　幸

奈　呂 都　築　久　一

光　野 山　口　愼　一

茶　堂 広　岡　寿　也

広　見

弓　張 田　村　満　明

古　宅 岡　原 役

駄　場 山　元　聖　三

岡駄場 吉　田　浩　三

名　路 大　西　重　文

向　山 佐　藤　謙　吉

久保江 岡　原 正

上大道

東　一 稲　田　眞　一

東　二 松　本　宜　喜

西　一 松　本 勉

西　二 竹　内　賢　雄

満　倉
坪　浜 芝 真

西　組 和　泉　典　士

一本松

東部第一 尾　﨑　弘　典

東部第二 山　木　雄　司

南　部 山　本　條太郎

西　部 二　神　和　一

北　部 浅　山　進　一
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総務課から

各委員会等の委員を公募します

税
務
課
か
ら

自
動
車
税
の
納
期
限
は

６
月
２
日（
月
）で
す

　愛南町では、住民の皆様に町政へ参画していただくため、以下の各委員を公募します。詳しくは、各担当

課に問い合わせていただき、それぞれ所定の申込書に必要事項を記入の上、提出してください。なお、申込

書は、本庁担当課又は各支所にあります。

委員の名称 愛南町新庁舎建設計画町民検討委員会委員

職務の内容
新庁舎建設に関する事項を調査及び検討
し、住民の立場からの意見をまとめて町長
に提出する。

報酬等の条件 報酬額　日額７，０００円（交通費支給あり）

公募人数 ５人以内（25名以内のうち）

任　　期
委嘱の日から、意見をとりまとめて提出す
るまでの間。

応募資格
町内在住の方で、町政に興味のある方又は
新庁舎建設計画の検討に協力可能な方。

応 募 先 企画財政課又は各支所住民福祉課

募集期間 平成20年５月７日から５月23日まで

申込み先及び
問い合わせ先

企画財政課（TEL７２－７３１７）

委員の名称 愛南町保健福祉センター運営委員

職務の内容 保健福祉センターの運営全般に関すること

報酬等の条件 報酬額　日額７，０００円（交通費支給あり）

公募人数 ５人

任　　期
平成20年7月1日から
平成22年3月31日まで

応募資格 町内在住で保健福祉活動に熱意のある方

応 募 先 保健福祉課（郵送可）又は各支所住民福祉課

募集期間 平成20年５月１日から５月31日まで

申込み先及び
問い合わせ先

城辺保健福祉センター内保健福祉課
（TEL７２－１２１２）

委員の名称 愛南町地域包括支援センター運営協議会委員

職務の内容
地域包括支援センターの運営全般に関する
こと

報酬等の条件
報酬額　日額７，０００円（交通費支給な
し）

公募人数 第１号被保険者・第２号被保険者、各１名

任　　期 委嘱の日から、原則２年とします。

応募資格

・町内在住の方で年齢が65歳以上の方（第１
号被保険者）
・町内在住の方で年齢が40歳以上64歳まで
の方（第２号被保険者）
※いずれも性別は問いません。

応 募 先 高齢者支援課又は各支所住民福祉課

募集期間 平成20年５月２日から５月30日まで

申込み先及び
問い合わせ先

高齢者支援課（愛南町地域包括支援センタ
ー）〈TEL７２－７３２５〉

委員の名称 愛南町広報編集委員

職務の内容
広報「あいなん」の編集内容の企画・取材
等に関すること。月１回程度の編集会議へ
の参加。　

報酬等の条件 報酬額　月額１０，０００円（交通費支給なし）

公募人数 ５名

任　　期 委嘱の日から、原則２年とします。

応募資格
町内在住の方で、特に年齢・性別は問いま
せん。　

応 募 先 総務課又は各支所住民福祉課

募集期間 平成20年５月２日から５月30日まで

申込み先及び
問い合わせ先

総務課（TEL７２－１２１１）

　

自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
の
登
録
名
義
人

の
方
に
そ
の
年
度
分
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
納

期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
納
め
る
税
額
の
ほ
か

に
延
滞
金
も
併
せ
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
お
近
く
の
金
融

機
関
ま
た
は
地
方
局
で
お
納
め
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
本
年
度
か
ら
は
納
期
限
内
で
あ
れ

ば
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
町
内
で
は
デ

イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
、
サ
ン
ク
ス
）
で
の
支
払

い
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

ま
た
、
障
害
者
の
方
を
対
象
と
し
た
減
免

制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
愛
媛
県

南
予
地
方
局
税
務
課
（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
２
１
１
）
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

休
日
出
張
収
納
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す

　

愛
媛
県
南
予
地
方
局
と
愛
南
町
で
は
、
日

頃
お
仕
事
な
ど
で
忙
し
く
、
納
税
に
来
ら
れ

な
い
方
の
た
め
に
、
共
同
で
出
張
収
納
窓
口

を
開
設
し
ま
す
。

場
所　

フ
ジ
南
宇
和
店（
℡
７
３
―

０
１
１
１
）

期
日　

５
月
24
日（
土
）、
25
日（
日
）、
31
日

（
土
）、
６
月
１
日（
日
）

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

※
当
日
は
納
税
通
知
書
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
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環境衛生課から

愛南町環境基本計画ができました！

「安全で快適に暮らせる美しいまちづくり」をめざして
　愛南町では、美しい生活環境を保全及び創造することを目的に、生活環

境等についてのアンケート調査やワークショップを各地域で実施しまし

た。その協議結果を「環境審議会」で検討し、谷口町長に答申書を提出し

ました。町では、その答申書を踏まえ、平成20年４月に「愛南町環境基本

計画」を策定しました。また、同様に河川等の水質浄化をめざし「生活排

水対策推進計画」（平成20年から10年間）も策定しました。

　今後、町民の皆様と協働して、この計画の実現をめざしていきたいと考

えていますので、ご協力をお願いします。なお、詳しくは、町ホームページ

に掲載をしていますのでご覧ください。

　この計画は「愛南町総合計画」（平

成18年４月施行）を環境面から補完

する計画として位置づけます。さら

に、愛南町のめざすべき環境像の実現

に向けた施策の指針とするものです。

　基本目標を実現するため、次の６つの基本方針を掲げて施策を推進します。

❶健康で安全に暮らせるまち（生活環境の保全）

　○エコドライブの推進○大気や水、土壌環境の保全○道路沿線の美化活動の推進

　○化学物質による汚染防止○不法投棄の防止

❷豊かな自然をいつまでも誇れるまち（自然環境の保全）

　○動植物の生育・生息環境の保全 

❸歴史と文化を活かした潤いと安らぎのあるまち（快適環境の保全）

　○歴史・文化の保存・継承○環境美化活動の推進 

❹地球にやさしい行動に取組むまち（地球環境の保全）

　○地球温暖化防止対策

❺持続可能な循環型社会のまち（地域地資の有効活用）

　○廃棄物発生の抑制○リサイクルの推進 

❻みんなが環境のことを考え行動できるまち（環境教育の推進）

　○環境学習の推進○環境情報の提供

基　本　方　針

　この計画は、平成

29年度を目標年度

とする10年間を計

画期間とします。た

だし、今後の社会情

勢の変化、新たな環

境問題及び科学的知

見の集積等に的確に

対応するため、必要

に応じて計画の見直

しを行います。

　穏やかでキラキラ光る海、段々畑が広がる里山、遍路文化が根付く温かい人情等

を育んできた美しい愛南町が、将来にわたって持続的な発展を遂げていくために

は、町民、事業者及び行政等、町の構成員すべてが一体となって、それぞれの立場

で自然環境への負荷を低減する取組みが求められます。

　そのため、本計画では、長期的かつ総合的な施策等の方針を示し、町の美しい景

観の保全に向けた生活スタイルの創造をめざすことを目的とします。

「安全で快適に暮らせる美しいまちづ

くり」を基本目標とし、町民、事業者

及び行政のそれぞれが主体的に、環境

への負荷の低減をめざした生活スタイ

ルの実現をめざしていきます。

計画の

策定目的

計画の

位置づけ

計画の

基本目標

計画の

期　間

 3/
  13

　金原徹
とおる

環境審議会委員長が、

谷口町長に「環境基本計画」（素

案）を答申しました。
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総
務
課
か
ら

我
が
町
自
慢
の
30
秒
Ｃ
Ｍ

を
作
り
ま
せ
ん
か
！

産
業
振
興
室
か
ら

桜
色
の
桜
鯛
、

最
高
だ
っ
た
よ

学
校
教
育
課
か
ら

肌
で
感
じ
る
安
全
・
安
心

を
め
ざ
し
て

　

今
年
で
、
４
回
目
を
迎
え
る
「
ふ
る
さ
と

Ｃ
Ｍ
大
賞
え
ひ
め
２
０
０
９
」（
愛
媛
朝
日

テ
レ
ビ
主
催
）
に
提
出
す
る
作
品
づ
く
り

（
企
画
や
撮
影
等
）
に
協
力
し
て
い
た
だ
け

る
個
人
・
団
体
を
募
集
し
ま
す
。
こ
の
事
業

は
、
県
内
20
市
町
が
、
ふ
る
さ
と
の
自
然
や
暮

ら
し
等
、
我
が
町
の
自
慢
を
30
秒
に
詰
め
込

ん
だ
Ｃ
Ｍ
を
制
作
し
、
競
い
合
う
も
の
で
す
。

　

Ｃ
Ｍ
制
作
等
、
詳
し
く
は
、
総
務
課
広
報

広
聴
係
（
℡  
７
２
―

７
３
０
３
）
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
な
お
、
昨
年
同
様
、
町
で
「
愛

な
ん
ア
ピ
ー
ル
し
隊
」
を
結
成
す
る
予
定
で

す
。
個
人
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

愛
南
漁
協
協
同
組
合
本
所
で
、

県
内
の
生
産
額
・
量
の
約
30
％
を

占
め
る
本
町
の
養
殖
マ
ダ
イ
の
消
費
拡
大
と

安
全
性
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
、
愛
南
漁
協
・
愛

媛
大
学
・
コ
ー
プ
え
ひ
め
の
共
催
に
よ
る

『
「
桜
鯛
」
ぎ
ょ
シ
ョ
ッ
ク
・
バ
ス
ツ
ア
ー
』

が
開
催
さ
れ
、
松
山
市
他
か
ら
33
名
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
マ
ダ
イ
養
殖
場
で
管
理
状
態

の
説
明
や
餌
や
り
を
体
験
し
た
り
、
鯛
め
し

他
10
数
種
類
の
マ
ダ
イ
料
理
を
食
し
た
り

と
、
生
産
地
で
し
か
体
験
で
き
な
い
イ
ベ
ン

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
児
童

生
徒
に
対
す
る
犯
罪
被
害
の
未
然

防
止
を
め
ざ
し
、
愛
南
地
区
防
犯
協
会
か

ら
、
各
小
中
学
校
の
見
守
り
隊
に
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
ベ
ス
ト
（
計
１
０
０
着
）、
各
中
学

校
に
防
犯
ブ
ザ
ー
（
計
１
６
４
個
）
を
、
そ

れ
ぞ
れ
貸
与
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
内
の
各
小
学
校
に
は
、
町
教
育
委
員
会

 3/

29
 3/

4

ト
に
大
満
足
の
様
子
で
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
は
、
生
産
者
と
の

意
見
交
換
会
も
あ
り
「
松
山
市
の
学
校

で
出
張
教
室
を
開
催
し
て
ほ
し
い
。
美
味

し
く
て
、
養
殖
魚
の
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ

た
。
今
日
の
体
験
を
、
友
人
に
も
伝
え
た

い
」
等
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
町
で
は
、
第
一
次
産
業
を
核
と

し
た
「
愛
な
ん
ブ
ラ
ン
ド
」
の
創
造
を
め

ざ
し
、
様
々
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
、
養
殖
魚
の
品
質
向
上
や
安

全
性
等
、
消
費
者
へ
の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活

動
を
実
施
し
、
消
費
拡
大
に
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

が
入
学
児
童
全
員
に
防
犯
ブ
ザ
ー
を
支
給
し

て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
も
、
児
童
生
徒
へ
の
不
審
者
に
よ

る
声
か
け
事
案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
情
勢
に
対
応
し
、
各
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

や
老
人
ク
ラ
ブ
、
地
区
有
志
の
皆
さ
ん
が
、

児
童
生
徒
の
登
下
校
に
合
わ
せ
、
通
学
路
に

立
ち
、
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
活
動
を
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
後
、
子
ど
も
た
ち
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま

れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
健
や
か
な
成
長
を

地
域
全
体
で
見
守
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　写真左から、伊達愛南警察署長、見守り隊を代

表して貸与式に出席した埜下浩
ひろ

孝
たか

さん
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水
道
課
か
ら

６
月
１
日
〜
７
日
は

　
　
　

水
道
週
間
で
す

商
工
観
光
課
か
ら

魅
力
あ
る
観
光
・
交
流
事
業

を
め
ざ
し
て

生
涯
学
習
課
か
ら

地
域
を
体
験
し
よ
う
、愛
南

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
開
催
の
お
知
ら
せ

御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
か
ら

プ
ー
ル
の
利
用
時
間
が

変
わ
り
ま
す
！

　

水
道
は
、
健

康
で
文
化
的
な

生
活
や
様
々
な

社
会
経
済
活
動

を
支
え
て
い
ま

す
。
本
町
の
浄

水
場
で
も
、
安

全
で
い
つ
で
も

お
い
し
い
水
を
作
る
た
め
、
夜
間
・
休
日
の

水
質
監
視
や
施
設
事
故
、
故
障
等
に
備
え
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
水

道
事
業
に
対
し
て
住
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
「
水
道
週

間
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

水
道
課
で
は
、
水
道
週
間
に
合
わ
せ
て
、

次
の
と
お
り
浄
水
場
の
見
学
会
を
行
い
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
が
毎
日
飲
ん
で
い
る
水
が
ど

の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
の
か
、
こ
の
機
会

に
見
学
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

日
時　

６
月
３
日(

火)

〜
５
日(

木)

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
ま
で

場
所　

城
辺
浄
水
場

問

い

合

わ

せ　

水

道

課
（
℡

７

２
―

０
８
３
５
）
又
は
城
辺
浄
水
場
（
℡
７
２
―

０
２
１
２
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
地
域
に
あ
る
観
光
資
源
等
を
も

と
に
、
そ
の
魅
力
を
町
内
外
の
方
々
に
よ
り

広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
４
月
１
日
か
ら

南
宇
和
観
光
協
会
内
に
町
職
員
を
常
駐
さ
せ

て
、
各
種
事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

　

今
後
は
、
海
や
山
の
幸
を
活
か
し
た
観
光

ツ
ア
ー
の
開
催
や
グ
ル
メ
マ
ッ
プ
の
作
成

等
、
訪
れ
た
方
に
満
足
し
て
も
ら
え
る
よ

月 日 時　間 内　容 場　所

6 21
  7:00～
13:00　

海岸集落の職
場・町並みを
探検

東海・深浦
地区

7  5
  9:30～
15:30　

山間集落の町
並みを探検

正木地区

9 13
  9:30～
15:30　

海岸・山間集
落の町並みを
探検

緑・久良
地区

10 25
  9:30～
15:30　

商業集落の職
場・町並みを
探検

城辺地区
全体報告会

う
、
住
民
・
観
光

協
会
・
行
政
が
と

も
に
誇
れ
る
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
道

の
駅
み
し
ょ
う
Ｍ

Ｉ
Ｃ
内
、
南
宇
和
観

光
協
会
（
℡
７
３
―

０
４
４
４
）
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

生
涯
学
習
課
で
は
、
地
域
の
暮
ら
し
の
中

に
あ
る
古
い
建
物
や
文
化
財
等
を
調
べ
、
町

の
魅
力
や
見
方
を
再
発
見
し
て
も
ら
お
う
と

「
第
４
回
愛
南
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」
を
開
催
し

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

○
内
容
等
（
上
記
表
）

　

※
中
央
公
民
館
（
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
１

階
）
に
集
合
後
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
等
で
各
場

所
に
移
動
し
ま
す
。

○
募
集
定
員　

25
名
（
定
員
を
超
え
た
場
合

は
、
抽
選
と
し
ま
す
）

○
申
込
み
期
限　

６
月
２
日（
月
）

○
講
師　

文
化
財
保
護
審
議
委
員
・
公
民
館

長
ほ
か

○
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
（
中
央
公
民

館)

担
当
西
田
ま
で（
℡
７
３
―

１
１
１
１
）

※
プ
ー
ル
利
用
時
間
に
つ
い
て（
４
月
〜
11
月
）

　

土
曜
日
・
平
日
の
利
用
時
間

　

　
午
後
1
時
〜
午
後
9
時

　

日
曜
・
祝
祭
日
の
利
用
時
間

　

　
午
前
10
時
〜
午
後
9
時

※
５
月
の
休
館
日
に
つ
い
て

　

３
日（
土
）〜
６
日（
火
）の
４
日
間

　

毎
週
火
曜
日

昨年度、高畑地区での海岸集落探検の様子です。



17 広報　　　　　　　　平成20年5月号

財
産
管
理
課
か
ら

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の

職
員
を
ご
紹
介
し
ま
す

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

就
農
支
援
講
座
の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

住宅名（区分） 住宅所在地 構　造 空部屋の概要

月別家賃 敷　金 共益費 その他特記事項

吉良ノ岡団地（公営住宅） 柏1380番地3 木造2階建（築19年） 1棟2号 3DK 66.2㎡

12,600円～20,800円 家賃の3ヵ月分 有

中浦団地（公営住宅） 中浦1677番地 鉄筋3階建（築30年） 201号,307号 3DK 56.3㎡

11,700円～19,400円 家賃の3ヵ月分 有

中原団地（公営住宅） 城辺甲10番地3 鉄筋3階建（築11年） 102号 3DK 75.4㎡

21,800円～36,200円 家賃の3ヵ月分 有 駐車場使用料別

久家団地（特定公共賃貸住宅） 久家23番地1 鉄筋3階建（築12年） 305号 3LDK 94.90㎡

37,000円 家賃の3ヵ月分 有 ガス湯沸器

脇田団地（特定公共賃貸住宅） 柏369番地 鉄筋3階建（築７年） B棟106号（4LDK）118.33㎡ 

39,000円 家賃の3ヵ月分 有 【電気温水器】

猿田団地（特定公共賃貸住宅） 城辺甲3851番地1 鉄筋3階建（築13年） 104号,304号 3DK 76.46㎡

53,000円 家賃の3ヵ月分 有 【電化住宅 駐車場使用料別】

※今回募集の公営住宅は世帯向け住宅のため、家族のある方を優先します。
※入居の際には、連帯保証人が2名必要になります。

　

現
在
、
空
室
と
な
っ
て

い
ま
す
町
営
住
宅
の
入
居

者
を
募
集
し
ま
す
。
入
居

を
ご
希
望
の
方
は
、
関
係

書
類
を
添
え
て
本
庁
財
産

管
理
課
へ
申
込
み
く
だ
さ

い
。

１
住
宅（
空
家
）の
概
要

　

上
記
の
表
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

２
申
込
受
付
期
間   

　

５
月
７
日（
水
）〜

　
　
　

15
日（
木
）

　

受
付
時
間   

　

午
前
８
時
30
分
〜

　

午
後
５
時
30
分

（
土
・
日
は
除
き
ま
す
）

３
入
居
申
込
先
等

　

入
居
・
申
込
み
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
財

産
管
理
課
（
℡
７
２
―

７
３
１
０
）
へ
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

愛
南
町
で
は
、
総
合
的
な
農
業
支
援
策
を

図
る
拠
点
と
し
て
、
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
Ｊ
Ａ
え
ひ
め

南
・
県
産
業
振
興
課
・
町
が
連
携
・
協
力
し

て
各
種
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
４
月

１
日
に
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　写真左から、橋岡源
もと

宗
むね

、平井興
こう

一
いち

（以上、県愛南農業指導班）、

谷岡誠
せい

司
じ

、曽我部盛
もり

男
お

所長（以上、愛南町）、中山孝
こう

二
じ

、小島道
みち

生
お

（以上、ＪＡえひめ南）
　

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
農
業
に
取
組

み
た
い
と
い
う
意
欲
の
あ
る
方
を
対
象
に
、

農
業
生
産
に
必
要
な
基
礎
知
識
や
栽
培
技
術

の
習
得
を
目
的
と
し
た
講
座
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

１
受
講
資
格

　

定
年
退
職
等
で
本
格
的
に
農
業
に
取
り
組

ま
れ
た
い
方
、
農
業
経
営
に
興
味
の
あ
る
方
。

２
コ
ー
ス
及
び
講
座
内
容

　

果
樹
、
野
菜
、
水
稲
の
入
門
等
各
コ
ー
ス

　

年
３
〜
４
回
程
度
の
講
座
を
予
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
６
月　

〜
２
月
）

３
募
集
定
員

　

全
体
で
20
名
程
度

４
受
講
申
込
先

　

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
６
月
６
日

（
金
）ま
で
に
、
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー（
℡
７
２

―

７
３
１
１
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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町
民
課
か
ら

国
民
年
金
保
険
料
の
学
生

納
付
特
例
制
度
を
ご
存
知

で
す
か
？

船
舶
職
員
養
成
講
習
所
か
ら

２
級
小
型
船
舶
操
縦
士（
５
海
里
未

満
）免
許
講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　

20
歳
に
な
れ
ば
、
学
生
の
方
も
、
国
民
年

金
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
所
得
が

少
な
く
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
学

生
の
方
が
、
将
来
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、

ご
本
人
の
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

○
本
人
の
所
得
の
み
で
審
査
し
ま
す

　

一
般
の
保
険
料
免
除
（
全
額
免
除
・
一
部

納
付
）
の
場
合
は
、
世
帯
主
の
所
得
も
含
め

て
保
険
料
免
除
の
対
象
と
な
る
か
判
定
し
ま

す
が
、学
生
納
付
特
例
は
ご
本
人
の
所
得
の
み

で
判
定
し
ま
す
。申
請
は
毎
年
度
必
要
で
す
。

○
手
続
き
さ
れ
る
方
は

　

町
民
課
又
は
各
支
所
住
民
福
祉
課
の
国
民

年
金
担
当
窓
口
又
は
社
会
保
険
事
務
所
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
必
要
な
も
の
】
年
金
手
帳
・
学
生
証
ま
た

は
在
学
証
明
書
・
印
鑑

○
手
続
き
の
簡
素
化
に
つ
い
て

　

前
年
度
に
学
生
納
付
特
例
制
度
が
承
認
さ

れ
た
方
で
ハ
ガ
キ
様
式
の
申
請
書
が
送
付
さ

れ
た
方
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
学
生
納
付
特

例
制
度
を
申
請
す
る
場
合
は
、
ハ
ガ
キ
様
式

の
申
請
書
に
学
校
名
、
氏
名
、
住
所
等
を
記

入
の
上
、
郵
便
ポ
ス
ト
へ
投
函
く
だ
さ
い
。

　

今
月
の
社
会
保
険
・
年
金
一
日
相
談

　

○
５
月
20
日（
火
）

　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

　
　

町
商
工
会
城
辺
支
所

　
　

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

　

水
上
オ
ー
ト
バ
イ
を
操
縦
す
る
に
は
「
特

殊
小
型
」
の
免
許
が
別
に
必
要
で
す
。

期
日

○
学
科（
夜
間
）５
月
19
日（
月
）〜
22
日(

木
）

　
　
　
　
　
　

午
後
６
時
〜
午
後
９
時

○
審
査　
　
　

５
月
23
日（
金
）

　
　
　
　
　
　

午
後
６
時
〜
午
後
７
時
10
分

実
技　

日
程
に
つ
い
て
は
、
学
科
開
構
時
に

　

社
会
保
険
庁
で
は
、
年
金
に
関
す
る
最

新
情
報
や
、
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
等
の

制
度
に
つ
い
て
、
よ
り
深
く
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

※
愛
媛
社
会
保
険
事
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ         

http://w
w
w
.sia.go.jp/̃ehim

e/

　

県
内
社
会
保
険
事
務
所
の
年
金
相
談
窓

口
の
休
日
及
び
夜
間
の
開
設
日
等
の
ご
案

内
を
し
て
い
ま
す
。

通
知
し
ま
す
。（
実
技
は
、
１
艇
に
つ
き
１

名
が
乗
船
し
、
実
技
４
時
間
と
審
査
が
あ
り

ま
す
）

場
所　

船
舶
職
員
養
成
講
習
所

　
　
　

（
実
技 

愛
南
町
船
越
港
）

受
講
料　

１
２
３
，５
５
０
円

　
　
　
　

（
授
業
料
、
免
許
申
請
等
一
切
）

受
講
手
続
き
必
要
書
類
等

○
受
講
申
込
書
（
所
定
の
様
式
）

○
予
備
身
体
検
査
証
明
書
（
所
定
の
様
式
、

タ
テ
4.5
㎝
、
ヨ
コ
3.5
㎝
の
写
真
１
枚
を
貼

付
）

○
住
民
票
１
通
（
本
籍
地
記
載
の
も
の
で
、

１
年
以
内
の
も
の
）

○
写
真
３
枚
（
タ
テ
4.5
㎝
、
ヨ
コ
3.5
㎝
で
、

枠
な
し
、
ス
ピ
ー
ド
写
真
不
可
。
６
ヵ
月
以

内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
で
無
背
景
の
も

の
）

○
認
印

○
海
技
免
状
（
所
有
し
て
い
る
方
の
み
）

申
込
締
切
日　

５
月
12
日（
月)

申
込
先
及
び
連
絡
先

　

船
舶
職
員
養
成
講
習
所
（
℡
８
２
―

０
２
２
２
）
へ
。
希
望
者
が
少
数
の
場
合

は
、
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

あなたの子育てをサポートします
実施場所 問い合わせ先 内　容 開設日 開設時間 お知らせ

はまゆう乳幼児保育所
地域子育て支援センター
「どんぐりの会・
さくらんぼの会」

はまゆう

乳幼児保育所内

７２－４３２８

サークル活動
月 １２：００～１７：００
火・木   ８：００～１３：００

園庭・保育室開放 水・金   ８：００～１７：００

育児（電話）相談
月～金   ８：００～１７：００
土   ８：００～１２：００

御荘子育て
支援センター
「こあら」

御荘保育所内

７２－０５９８

サークル活動 月・水・金   ８：００～１３：００ ●23㈮・30㈮は御荘夢
創造館で行います。
時間（9:00～14:00）
●今月の出張ひろばは5月8日㈭です。
お子様を連れて遊びに来てください。

園庭・ホール開放 火・木   ８：００～１３：００
育児（電話）相談 月～金   ８：００～１７：３０

出張ひろば「こあら」出張場所：西海支所２階 サークル活動 ５月８日   ９：３０～１１：３０

こぶたの広場
プラザじょうへん内

７３－２２８８
育児相談・つどいと交流
各種ワークショップ

月～金   ９：３０～１６：３０
14日（第2水）10:30～11:30
出向こぶたの広場

（城辺保健福祉センター）
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保
健
福
祉
課
か
ら

児
童
手
当
を
受
け
る
た
め

に
は
申
請
が
必
要
で
す

保
健
福
祉
課
か
ら

児
童
扶
養
手
当
制
度
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

保
健
福
祉
課
か
ら

麻
し
ん
・
風
し
ん
の
定
期
予
防
接

種
の
年
齢
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

児
童
手
当
と
は

　

児
童
手
当
は
、
12
歳
到
達
後
の
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
の
間
（
小
学
校
修
了
前
）
に
あ

る
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
前
年
（
１
月
か
ら
５
月
ま
で

の
月
分
の
手
当
に
つ
い
て
は
前
々
年
）
の
所

得
が
一
定
額
以
上
の
場
合
に
は
、
児
童
手
当

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
所
得
制
限
で
受
給
で
き
な
か
っ
た

場
合
は
、
翌
年
の
５
月
中
に
、
再
度
、
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
手
続
き
は

　

児
童
手
当
は
、
児
童
を
養
育
す
る
家
計
の

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
母
の
離
婚
等
に
よ

り
、
父
と
生
計
を
共
に
し
て
い
な
い
児
童
の

母
、
そ
の
ほ
か
一
定
の
条
件
を
満
た
す
方
に

対
し
て
支
給
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
手
当
て

は
、
児
童
が
18
歳
到
達
後
の
最
初
の
３
月
末

ま
で
、
年
３
回
、
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
申
請
主
義
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、

保
健
福
祉
課
の
窓
口
へ
必
要
書
類
を
添
え
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。（
必
要
な
書
類
は
、

そ
の
方
の
状
況
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
保
健
福
祉
課
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
）

　

資
格
条
件
等
、
詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課

児
童
福
祉
係
（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）
へ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
の
減
額
に
伴
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　

届
出
に
つ
い
て

　

児
童
扶
養
手
当
法
の
改
正
で
、
次
に
該
当

す
る
受
給
者
は
児
童
扶
養
手
当
が
半
額
に
な

り
ま
す
。
対
象
の
方
に
は
、
減
額
す
る
月
の

約
２
ヵ
月
前
に
事
前
通
知
を
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

(

手
当
が
半
額
に
な
る
方)

①
受
給
し
て
５
年
以
上
の
方

②
受
給
要
件
に
該
当
し
て
か
ら
７
年
以
上
の
方

　

次
の
条
件
に
該
当
す
る
方
は
届
出
手
続
き

主
た
る
生
計
維
持
者
が
申
請
し
、
住
所
地
の

市
区
町
村
長
（
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
）
の

認
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
申
請
し
た
翌

月
分
か
ら
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

支
給
額
は

○
３
歳
未
満　

一
律
１
万
円

○
３
歳
以
上　

第
１
子
・
第
２
子　

５
千
円

　
　
　
　
　
　

第
３
子
以
降
は
、
１
万
円

　

支
払
時
期
は
、
原
則
と
し
て
、
毎
年
２

月
、
６
月
、
10
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分

ま
で
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
へ

　

現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

は
、
毎
年
６
月
１
日
か
ら
30
日
の
間
に
「
現

況
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
毎

年
６
月
１
日
に
お
け
る
状
況
を
届
け
、
児
童

手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

こ
の
届
の
提
出
が
な
い
と
、
６
月
分
以
降

の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

に
は
、
個
別
に
現
況
届
の
通
知
を
５
月
下
旬

に
郵
送
す
る
予
定
で
す
。
通
知
が
届
き
ま
し

た
ら
、
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
場
所
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
平
成
19
年
度
に
所
得
制
限
に
よ
り
児
童
手

当
を
受
給
で
き
な
か
っ
た
方
へ

　

毎
年
、
５
月
受
付
分
か
ら
最
新
の
所
得
情

報
で
審
査
し
ま
す
。
前
年
度
、
所
得
制
限
で

受
給
で
き
な
か
っ
た
方
も
、
今
年
の
状
況
に

よ
っ
て
は
受
給
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
５
月
中
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課
（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

予
防
接
種
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
20
年

度
か
ら
麻
し
ん
・
風
し
ん
の
定
期
予
防
接
種

の
対
象
が
第
３
期
・
第
４
期
と
し
て
、
次
の

年
齢
の
方
に
追
加
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
今
年
度
の
対
象
者
）

○
第
３
期
…
平
成
７
年
４
月
２
日
〜
平
成
８ 

　
　
　
　

年
４
月
１
日
生
れ
の
方

○
第
４
期
…
平
成
２
年
４
月
２
日
〜
平
成
３

　
　
　
　

年
４
月
１
日
生
れ
の
方

　

接
種
料
金
は
無
料
で
、
対
象
者
に
は
個
別

に
通
知
を
し
て
い
ま
す
。
早
め
に
接
種
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課

（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

を
す
る
と
減
額
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
通

知
が
届
い
た
方
は
、
条
件
を
確
認
し
て
必
ず

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
働
い
て
い
る
又
は
求
職
活
動
中

②
一
定
の
障
害
が
あ
る

③
病
気
や
要
介
護
状
態
な
ど
で
就
業
が
困
難

④
家
族
の
介
護
な
ど
で
就
業
が
困
難

　

詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課
児
童
福
祉
係

（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）
へ
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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保健事業のお知らせ（５月）

☆☆☆☆☆☆☆各種健（検）診☆☆☆☆☆☆☆
内　容 月　日 曜日 場　所 受付時間

特定健診・肺・大腸
前立腺・肝炎検査

5月12日 月
上大道集会所 　　９：３０～１０：３０

満倉集会所 　１３：３０～１４：３０

5月13日 火
下久家集会所 　　９：３０～１０：３０

大成川集会所 　１３：３０～１４：３０

5月14日 水
古月集会所 　　９：３０～１０：３０

鯆越集会所 　１３：３０～１４：３０

5月15日 木 深浦公民館
　　９：３０～１１：００

　１３：３０～１４：３０

5月19日 月
須ノ川公民館 　　９：３０～１０：３０

平碆公民館 　１３：３０～１４：３０

5月20日 火
樫月集会所 　　９：３０～１０：３０

弓立集会所 　１３：３０～１４：３０

5月21日 水
長野集会所 　　９：３０～１０：３０

豊田集会所 　１３：３０～１４：３０

5月22日 木 広見コミュニティーセンター
　　９：３０～１０：３０

　１３：３０～１４：３０

5月26日 月
左右水集会所 　　９：３０～１０：３０

猿鳴集会所 　１３：３０～１４：３０

5月27日 火 尻貝集会所
　　９：３０～１０：３０

　１３：３０～１４：３０

5月28日 水 中浦漁村振興センター
　　９：３０～１０：３０

　１３：３０～１４：３０

5月29日 木
蓮乗寺集会所 　　９：３０～１０：３０

中原集会所 　１３：３０～１４：３０

特定健診・肺・胃
大腸・前立腺
肝炎検査

5月13日 火 長月公民館 　　８：００～１１：００

5月14日 水 御荘文化センター 　　８：００～１１：００

5月16日 金 一本松保健センター
　　８：００～１１：００

　１３：３０～１４：３０

乳・子宮がん検診
骨粗鬆症検診

5月14日 水 中泊集会所 　１２：００～１４：３０

5月15日 木 西海町民会館 　１２：００～１４：３０

5月16日 金 福浦漁協 　１２：００～１４：３０

※特定健診を希望される方は、ご加入の医療保険から発行された特定健診受診券と健康保険証をお持ち
ください

☆☆☆☆☆☆☆乳幼児健康診査☆☆☆☆☆☆☆
月　日 曜日 場　所 対象年齢

乳児健診 5月13日 火
城辺保健福祉センター

H19年10月1日～11月30日生

５歳児健診 5月27日 火 H15年2月1日～3月31日生

☆☆☆☆☆☆☆育児相談☆☆☆☆☆☆☆
月　日 曜日 場　所 受付時間

みるく広場 5月  2日 金 一本松保健センター 　９：３０～１１：３０

育児相談 5月  8日 木 西海支所 　９：３０～１１：３０

育児相談 5月12日 月 内海保健センター 　９：３０～１１：３０

みなみっ子 5月19日 月 御荘夢創造館 　９：３０～１１：３０

すくすく相談 5月28日 水 城辺保健福祉センター １３：３０～１５：００

☆☆☆☆☆☆☆その他☆☆☆☆☆☆☆
月　日 曜日 場　所 受付時間

病態別栄養相談 5月23日 金 城辺保健福祉センター
１３：３０～１５：３０

事前申込み

両親学級

「かるがも教室」
5月30日 金 城辺保健福祉センター

１４：００～１５：３０

事前申込み

乳児栄養相談

「もぐもぐ」
5月30日 金 城辺保健福祉センター

１３：００～１５：３０

事前申込み
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税
務
課
等
か
ら
！

５
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

５・６月行事予定表

憲法記念日   3日 中浦診療所 中　　浦 ☎72-0503

みどりの日   4日 内海診療所 柏 ☎85-0341

こどもの日   5日 竹本医院 城 辺 乙 ☎73-3271

振 替 休 日   6日 福岡医院 一 本 松 ☎84-2001

第２日曜日 11日 菅外科胃腸科医院 御荘平城 ☎72-2225

第３日曜日 18日 中浦診療所 中　　浦 ☎72-0503

第４日曜日 25日 福岡医院 一 本 松 ☎84-2001

第１日曜日   1日 竹本医院 城 辺 乙 ☎73-3271

第２日曜日   8日 内海診療所 柏 ☎85-0341

備考１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

５月の当直医
一　般　内　科

６月の当直医

救　急　担　当

軽

自

動

車

税

全期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず
督

促
状
に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま
す
。

町
税
を
滞
納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め
る

べ
き
税
額
の
他
に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、

駐
車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月

末
に
振
替
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
該
当
日

が
休
日
の
場
合
は
、
翌
日
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の

振
替
日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌

月
の
10
日
で
す
。

  今月の犬・猫の引取日は以下のとおりです

 　７日・１４日・２１日
水曜日の　AM8：30～10：00
６月の引取日は、
 　４日・１１日・１８日
水曜日の　AM8：30～10：00
　上記の時間内に、認め印を持って役場本庁又は各支所
まで連れてきてください。詳しくは、環境衛生課（℡72－
7316）または各支所地域振興課まで問い合わせください。

城　辺

中
玉
バ
ス
停
跡
、
深
浦
鼻
前
、
久
良
・
深
浦
各
公
民
館
、

小
屋
の
浦
・
古
月
・
鯆
越
・
脇
本
各
集
会
所

5/29
6/26

僧
都
ふ
れ
あ
い
交
流
館
、
緑
公
民
館
、
三
島
団
地
、
愛

南
町
役
場
、
山
出
・
太
場
・
豊
田
各
集
会
所

5/27
6/24

城
の
辺
学
習
館
、
東
海
公
民
館
、
松
本
・
蓮
乗
寺
・
敦

盛
各
集
会
所

5/23
6/20

西　海

中
泊
埋
立
駐
車
場
、
西
海
支
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
外
泊
・

内
泊
・
船
越
・
小
浦
・
弓
立
・
越
田
各
集
会
所

5/21
6/18

武
者
泊
消
防
車
庫
前
、
麦
ケ
浦
バ
ス
停
裏
、
福
浦
駐
在
所

手
前
、
樽
見
小
学
校
跡
、
大
成
川
・
小
成
川
・
下
久
家
・
久

家
各
集
会
所

5/19
6/16

一本松

内
尾
串
駐
輪
場
、
旧
郵
便
局
、
上
大
道
公
民
館
、
広
見
・

中
川
各
コ
ミ
セ
ン
、
満
倉
・
小
山
本
村
・
正
木
各
集
会
所

5/15
6/12

内海

大
敷
貞
芳
作
業
所
、
荒
樫
、
魚
神
山
亀
井
作
業
場
、
船
越

運
河
、
油
袋
漁
民
セ
ン
タ
ー
、
旧
川
村
光
夫
作
業
場
、
ゆ

ら
り
内
海
裏
、
内
海
支
所
、
平
碆
・
柏
崎
・
各
集
会
所

5/13
6/10

御　荘

馬
場
消
防
詰
所
横
、
和
口
住
宅
駐
車
場
、
和
口
第
２
・
節

崎
・
馬
瀬
・
深
泥
・
寺
新
町
各
集
会
所

5/9
6/6

菊
川
公
民
館
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
、
平
山
・
長
洲
・
長

崎
・
貝
塚
・
八
幡
野
各
集
会
所

5/7
6/4

漁
村
振
興
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
中
学
校
、
赤
水
・
長
月
各
公

民
館
、
猿
鳴
・
左
右
水
・
尻
貝
・
高
畑
各
集
会
所

5/1
6/2

５、６月の新聞・雑誌・ダンボール等、収集日のお知らせ!

日 曜 時　間 行事名 場　所

3 土 12：00～ 南宇和観光闘牛大会 南宇和観光闘牛場

4 日   9：00～
愛南大漁まつり
２００８

御荘湾（片の浜）・
南レクロッジ前

5 月   8：30～17：00
第30回記念一本松
少年剣道大会

一本松交流
促進センター

6 火 13：00～
愛媛FCホームゲームVS
モンテディオ山形

ニンジニア
スタジアム

7 水
13：00～15：00 行政相談（内海地域） DE・あ・い・21

19：30～ 地区別懇談会 増田コミュニティセンター

8 木 19：30～ 地区別懇談会 中川コミュニティセンター

9 金 19：30～ 地区別懇談会 広見コミュニティセンター

11 日 14：00～16：00 子ども映画会 御荘夢創造館

12 月 19：00～ 地区別懇談会 福浦公民館

14 水
13：00～15：00

行政相談
（御荘・城辺・一本松・西海地域）

御荘文化セ
ンターほか

19：00～ 地区別懇談会 中泊集会所

15 木 19：00～ 地区別懇談会 西海町民会館

16 金
18：00～21：00

サンセットクルーズ＆
ほたるウォッチング

鹿島

19：30～21：00
つくし会

（人権・同和問題学習会）
大森文化会館

17 土

10：00～15：00
愛南大漁まつりinマイ
ントピア別子（～18日）

マイントピア
別子

14：30～ 絵本の読み聞かせ 御荘夢創造館

18：00～21：00
サンセットクルーズ＆
ほたるウォッチング

鹿島

18 日
13：00～

愛媛マンダリンパイレーツ公式戦
（VS香川OG）

南レク城辺公園
野球場

18：00～21：00
サンセットクルーズ＆
ほたるウォッチング

鹿島

19 月
8：50～16：20 狂犬病予防接種集合注射 内海、御荘地域

19：00～ 地区別懇談会 網代集会所

20 火

10：00～19：00 愛いっぱい愛南産直市（～26日） 三越松山店

10：00～15：30 社会保険・年金一日相談 商工会城辺支所

8：40～16：30 狂犬病予防接種集合注射 御荘地域

19：00～ 地区別懇談会 家串公民館

21 水
10：00～15：00 人権相談 城の辺学習館

8：30～16：30 狂犬病予防接種集合注射 西海、城辺地域

22 木
8：20～16：30 狂犬病予防接種集合注射 城辺地域

19：00～ 地区別懇談会 内海町民会館

23 金

18：00～21：00
サンセットクルーズ＆
ほたるウォッチング

鹿島

8：20～16：30 狂犬病予防接種集合注射 城辺、一本松地域

19：00～ 地区別懇談会 赤水公民館

24 土 18：00～21：00
サンセットクルーズ＆
ほたるウォッチング

鹿島

25 日
14：00～15：00 作って遊ぼう（親子対象）御荘夢創造館

18：00～21：00
サンセットクルーズ＆
ほたるウォッチング

鹿島

27 火 19：00～ 地区別懇談会 長崎集会所

29 木
8:30～12:00

第10回愛南町
クロッケー親睦交流大会

南レク御荘公園
多目的グラウンド

19:00～ 地区別懇談会 御荘文化センター

６月

1 日 8:30～
第60回南宇和郡中学校
総合体育大会（第１部）～2日

南レク城辺公園
野球場他

2 月 19:00～ 地区別懇談会
東海公民館
中玉分館

3 火 19:00～ 地区別懇談会 東海公民館

4 水 13:00～15:00 行政相談（内海地域） DE・あ・い・21

5 木 19:00～ 地区別懇談会 僧都公民館

7 土 13：30～15：30 御荘湾自然観察会 御荘湾他

8 日 14：00～16：00 子ども映画会 御荘夢創造館
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に け ー し ょ ん

4/1・2

私たちの城ができたよ!
　深浦地区の伝統行事「節句の城遊び」に、深浦小学校児童26名が参加

し、竹やスギ、ダンボールで作った手作りの「一夜城」で1泊2日の宿泊体験

に18名が挑戦しました。

　また、大漁旗やカラフルな旗で飾られた城の周りで、嬉しそうな笑顔

ではしゃぐ児童の姿があり、ゲーム機以外の楽しさも体感できたようでし

た。

3/25

アラスカからの癒し
と警告

4/5　　　鈴の音は、右側歩行の知らせ
だよ!

　プラザじょうへんで、松山市出

身の写真家、松本紀
の り お

生さんの「ア

ラスカ・フォトライブ」が行われ、参

加した約60名が感動の一時を過ご

しました。松本さんは、夏は無人

島、冬は-30℃を越える氷河の上の

かまくらで、たった独りで過ごし、

ザトウクジラや北米大陸最高峰

マッキンリー(6,194m)の上に広がる

オーロラ等、極地アラスカの大自

然を撮影し続けています。

　フォトライブでは、松本さんが撮

影した写真やビデオをゆったりとし

た音楽とともに、スライド形式で紹

介され、今まで見たこともない美し

い映像が映される度に、参加者か

らも歓声が上がっていました。　

　その一方で、森林伐採や温暖化

の影響で消滅の危機にある村が多

くあることなど、美しい写真の裏

側にある自然からの警告を学ぶ機

会となりました。

　緑保育所で、園児たちを交通事故から守ろうと、南宇和交

通安全協会(宮下建
た て お

夫会長)による「鈴付きリボン贈呈式」が

行われ、初々しい新入園児を含む10名の右肩に、黄色の鈴付

きリボンが付けられました。同式では、愛南警察署の德本交

通課長から「道路では遊ばない、飛び出しはしない」等の交

通ルールについて説明があり、園児も大きな声で元気よく復

唱していました。なお、全保育所の新入園児には県交通安

全協会から、在園児には南宇和交通安全協会から、それぞれ

「鈴付きリボン」が贈呈されています。
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愛 南 こ み ゅ
3/23 

まちの元気、集まれ！

3/16

できることは
広がり、元気と活気
が生れる!

　まちの元気を集め、その力

でまちに活気を呼び込もう

と、愛南町ボランティア連絡

会(会長大森洋
よ う こ

子さん)が主催

して城辺商店街で「げんき市」

が行われました。今年で4回目

となる同市には、「まちの魅力

を再発見!展」など、33の企画

展が出展。ストリートダンスも

登場し、多くの家族連れで賑

わっていました。

3/23　　　一年間の思いを込め、
力強く演奏

　山出憩いの里温泉で「NPO法人ハートinハートなんぐん市

場」が、ごみゼロ運動等、斬新な発想で商店会の活性化に取

り組む東京・新宿区の早稲田商店会長で衆議院議員の安井

潤
じゅんいちろう

一郎さんを招き「愛南町を元気にする処方箋」と題した講

演会を行い、地区住民、約80名が参加しました。

　講師の安井さんは、ごみ減量化をめざしたイベント、アンテ

ナショップ(物産販売)を活用した地方との交流等、先駆的な

実践を飾らない言葉で紹介され「環境を切り口にまちづくり

を行う中で、儲かって、楽しいことが、町や人を動かすエネル

ギーになる」と、行動を起すことの大切さを強調されました。

　御荘文化センターで、2007年の集大成とな

る南宇和高等学校吹奏楽部の「第22回定期演

奏会」が行われました。今年の演奏会は、歌や

踊り、朗読で構成されたステージに加え、ハン

ガリーから世界的に有名なテューバ奏者のロー

ランド・セントパリさん、トロンボーン・ユーフォ

ニア奏者の阿部竜
りゅ う の す け

之介さんを特別ゲストに迎

え、素晴らしい音色が響いた感動ステージと

なりました。また、3年生にとっては、吹奏楽部

3年間の成果を発表する場となり、涙と笑顔で

思い出に残る一日となったようでした。

3/23　　　さようなら、
大好きな魚

な が み や ま

神山
小学校
　平成19年度をもって閉校

となる魚神山小学校で閉

校式があり、在校生12名を

含む地区住民、約200名が

参列し、記念式典が行われ

ました。式典の中で谷口町

長が「子どもたちの将来を

考え、より良い教育環境の中で学ぶことが重要という観点か

ら、閉校という選択に至りました」と式辞を述べました。

　同校は、漁業の先達であった故浦和盛
せい さ ぶ ろ う

三郎さんが、明治5年

に開校した網代小学校から、幾多の変遷を経て、愛南町立魚

神山小学校となり、これまでの135年間に、計1,265名の卒業生

を輩出してきました。現在、児童たちは、スクールバスで家串小

学校に通っています。
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笑
顔
い
っ
ぱ
い
！
愛
な
ん
っ
こ

200g

100g

20g

ひとつまみ

20g

少々

400g

「草もち」の手作りおやつを作りませんか

正木
保育所

一本松
保育所

一本松
保育所

東海
保育所

(作り方)

1 よもぎは、葉を摘み取り、タンサンを入れた熱湯でさっとゆでる。

　そして、水洗いして軽く絞り、細かく刻んでギュッと絞る。

2 白玉粉に水を入れ、粉がなくなるまでこね、だんご粉、砂糖、塩、

　よもぎを加えてこね、耳たぶの硬さになるように水を入れる。

3 丸く広げ、あんをのせて包み、しばで包む。蒸し器で、15分ほど蒸

　す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (文 はまゆう保育所)

20個分

(材料)

だんご粉 

白玉粉

砂糖

塩

よもぎ

タンサン

ねりあん
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ラ
ン
ド

元気いっぱい！アイ・あい・愛
ラ
ン
ド

元気いっぱい！アイ・あい・愛
　

御
荘
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
、
健
康
な
体
を
作
ろ
う
と
「
第
2
回
B
&
G
会
長
賞
ラ
ケ
ッ
ト
テ
ニ
ス
大

会
i
n
あ
い
な
ん
」
が
行
わ
れ
、
女
子
ダ
ブ
ル
ス
1
2
9
歳
以
下
・
1
3
0
歳
以
上
、
混
合
ダ
ブ
ル
ス
の
3
部

門
に
、
約
80
名
が
参
加
し
、
楽
し
そ
う
に
プ
レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
ラ
ケ
ッ
ト
テ
ニ
ス
は
、
バ
ト
ミ
ン

ト
ン
の
ダ
ブ
ル
ス
の
コ
ー
ト
で
、
ス
ポ
ン
ジ
ボ
ー
ル
を
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
よ
り
短
い
ラ
ケ
ッ
ト
で
打
ち
合
う

競
技
で
す
。
ボ
ー
ル
の
ス
ピ
ー
ド
も
抑
え
ら
れ
、
気
軽
に
テ
ニ
ス
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
大
会
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
】

○
女
子
ダ
ブ
ル
ス
1
2
9
歳
以
下

1
位

若
田
伊い

ほ

こ

保
子
・
中
田
明あ

け

み美
ペ
ア
（
赤
水
ク
ラ
ブ
）

○
女
子
ダ
ブ
ル
ス
1
3
0
歳
以
上

1
位

和
家
マ
サ
ミ
・
三
浦
文ふ

み

よ代
ペ
ア
（
御
荘
ク
ラ
ブ
）

無
理
な
く
、
楽
し
め
る
テ
ニ
ス
!

3/16

加洲至
いたる

・綾
あや

ペア

三浦文
ふ み よ

代・和家マサミペア

若田伊
い ほ こ

保子・中田明
あ け み

美ペア

一
本
松
国
民
体
育
館
で
「
第
4
回
愛
南
町
9
人
制
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
が
行
わ
れ
、
計
6
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

【
大
会
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
】

1
位

パ
ッ
シ
ョ
ン
、
2
位

一
本
松
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

優
勝
め
ざ
し
、
ア
タ
ッ
ク
!

3/16ニ
ン
ジ
ニ
ア
ス
タ
ジ
ア
ム
（
県
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
か
ら
改

称
）
で
、
愛
媛
F
C
と
ザ
ス
パ
草
津
の
J
2
公
式
戦
（
第
4
節
）
が
愛

南
町
の
マ
ッ
チ
タ
ウ
ン
ゲ
ー
ム
と
し
て
開
催
さ
れ
、
小
中
学
生
1
1
0

名
を
含
む
一
般
、
計
1
6
1
名
が
応
援
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

　

試
合
前
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
城
辺
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
の
皆
さ

ん
が
エ
ス
コ
ー
ト
キ
ッ
ズ
を
務
め
、
坂
尾
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
が

両
チ
ー
ム
に
愛
南
ゴ
ー
ル
ド
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
ま
た
、
場
外
の
特
産

品
販
売
ブ
ー
ス
で
は
、
由
良
の
媛
っ
子
地
鶏
や
藻
塩
製
品
等
の
特
産
品

販
売
を
行
い
、
多
く
の
サ
ポ
ー
タ
ー
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

試
合
の
結
果
は
、
前
節
ま
で
2
勝
1
負
と
好
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
愛

媛
F
C
で
し
た
が
、
惜
し
く
も
逆
転
負
け
と
な
る
残
念
な
結
果
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
健
闘
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

が
ん
ば
れ
、
愛
媛
F
C
!

○
混
合
ダ
ブ
ル
ス　

1
位

加
洲
至

い
た
る

・
綾あ

や

ペ
ア
（
御
荘
ク
ラ
ブ
）

3/23

2 位 一本松バレーボールクラブ

1位 パッション
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心配ごと相談室
　無料で民生児童委員２名が
日常生活でかかえる心配ごと
の相談をお受けします。
  ５月１０日・２８日
　午後２時～４時
　御荘老人福祉センター

詳しくは、社会福祉協議会本所（℡70－1251）へ問い合わせください。

　無料で弁護士と民生児
童委員が相談をお受けし
ます。（事前予約が必要）
  ５月１３日
　午後２時～４時　
　御荘老人福祉センター

福祉法律相談室

第
13
回
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

推
進
県
民
大
会
に
つ
い
て
！

愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ
レ
ー
ツ
が
や
っ
て
来
る
！

◆
篠
南
川
柳
会
「
女
」

祝
白
寿
女
は
そ
っ
と
紅
を
引
く　

良
子

女
で
も
ケ
ロ
リ
と
あ
け
た
一
升
瓶　

静
子

鏡
台
に
死
ぬ
ま
で
紅
を
女
で
す　

幸
枝

大
国
を
背
負
う
女
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ　

マ
ッ
チ
坊

振
り
袖
は
女
ら
し
さ
を
引
き
立
て
る　

由
紀
子

悪
い
こ
と
陰
で
女
が
糸
を
引
く　

京
子

え
く
ぼ
出
て
女
ら
し
さ
が
ア
ッ
プ
す
る　

清
子

八
十
路
過
ぎ
女
を
捨
て
ず
化
粧
す
る　

す
み
子

恥
じ
ら
い
も
薄
れ
女
が
遠
ざ
か
る　

保
美

米
寿
ま
だ
女
忘
れ
ず
薄
化
粧　

善
子

◆
短
歌
会

春
障
子
灯
に
切
り
貼
り
の
影
絵
か
な

夜
櫻
の
果
て
て
潮
騒
と
ど
き
け
り　

太
田　

信
子

押
し
車
背
に
軽
し
や
花
吹
雪

の
ど
自
慢
に
囀
り
返
す
目
白
か
な　

有
馬　

君
代

特
攻
を
忘
れ
呆
け
る
花
の
下

天
地
人
和
し
て
花
片
舞
い
に
け
り　

好
岡
東
明
子

変
幻
の
虹
は
追
え
ず
や
春
の
果
て

蹌
踉
と
翳
引
き
摺
り
朧
の
夜　

岩
森
十
志
子

◆
さ
わ
ら
び
短
歌
会

如
月
の
陽
ざ
し
を
背
な
に
椎
茸
の
種
ゴ
マ
を
打
つ
槌
音
か
る
く　

扇
野
八
代
生

菜
の
花
の
風
に
こ
ぼ
れ
る
庭
の
畑
ジ
ャ
ガ
芋
の
種
十
ば
か
り
植
う
る　

松
本
マ
ス
子

颯
爽
と
川
添
ひ
歩
む
汝
の
後
姿
真
似
し
て
行
か
な
犬
つ
れ
し
吾
も　

前
田　

知
子

大
学
の
受
験
に
合
格
せ
し
と
言
ふ
春
め
く
心
に
暫
し
佇
ち
ゐ
つ　

井
村　
　

操

こ
の
縁
の
温
き
に
憩
ひ
亡
き
母
の
冬
日
に
焼
け
し
面
輪
た
ち
く
る　

國
松　

幸
枝

命
が
け
追
わ
れ
た
る
猪
は
草
叢
に
そ
の
身
を
潜
め
犬
を
逆
襲　

山
本　

豊
子

宇
宙
船
に
土
井
さ
ん
船
外
活
動
す
る
と
い
う
土
間
の
厨
に
吾
は
皿
洗
う　
　
　

国
光　

良
子

晴
れ
し
日
は
四
温
の
畑
に
鍬
を
振
る
馬
鈴
薯
植
え
ん
春
牛
蒡
播
か
ん　

岩
村
千
代
子

手
を
広
げ
歩
む
幼
に
手
を
打
ち
て
梅
咲
く
園
に
遊
ぶ
母
と
子　

澤
近　

正
弘

　

愛
媛
県
で
は
、
次
の
と
お
り
「
第
13
回
男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
推
進
県
民
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
本
大
会
で
は
、
評
論
家

と
し
て
ご
活
躍
中
の
樋
口
恵
子
さ
ん
の
基
調
講
演
や
て
い
談
な
ど

が
行
わ
れ
ま
す
。
参
加
申
込
は
ハ
ガ
キ
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
、
県
Ｈ
Ｐ
で
の
電
子
申
請
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
参

加
料
は
無
料
で
す
の
で
、
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

平
成
20
年
６
月
18
日（
水
）
13
時
〜

場
所　

愛
媛
県
県
民
文
化
会
館
サ
ブ
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ　

愛
媛
県
男
女
参
画
課
事
業
係

(

℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
３
３
２
、℻
０
８
９
―

９
３
３
―

４
０
８
３)

E

―m
ail danjokyodo@

pref.ehim
e.jp

　

今
年
も
、
愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ
レ
ー
ツ
の
公
式
戦
（
Ｖ
Ｓ
香
川
オ
リ
ー
ブ
ガ
イ
ナ
ー
ズ
）
が
、
次
の
と
お

り
愛
南
町
で
行
わ
れ
ま
す
。
選
手
た
ち
は
、
リ
ー
グ
優
勝
、
さ
ら
に
そ
の
上（
夢
の
実
現
）を
め
ざ
し
、
熱
い
戦

い
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。
よ
り
多
く
の
方
に
球
場
で
、
声
援
を
送
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

日
時　

５
月
18
日（
日
）
13
時
〜
Ｖ
Ｓ
香
川
オ
リ
ー
ブ
ガ
イ
ナ
ー
ズ

場
所　

南
レ
ク
城
辺
公
園
野
球
場

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
前
売
り
８
０
０
円
、
当
日
１
，０
０
０
円
で
す
。
前
売

り
券
は
、
本
庁
総
務
課
、
生
涯
学
習
課
、
各
支
所
住
民
福
祉
課
、
公
民
館
に
あ

り
ま
す
。
な
お
、
小
中
学
生
に
は
、
無
料
招
待
券
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

●
本
町
以
外
の
近
隣
施
設
で
の
試
合
も
あ
り
ま
す

日
時　

５
月
17（
土
）
13
時
〜
Ｖ
Ｓ
香
川
オ
リ
ー
ブ
ガ
イ
ナ
ー
ズ

場
所　

宇
和
島
市
営
丸
山
球
場
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※上記情報は、広報紙掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。

（３月受付分）

（３月受付分）
ご冥福をお祈りします

お誕生おめでとう 入
校
生
募
集
の
お
知
ら
せ
！

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
製
石
油
給
湯
器
点
検
の
お
願
い
！

地区名 子の名 保護者

地区名 亡くなった方 享年

訂正とお詫び

　平成20年３月号の「ご冥福をお祈りします」のコーナーで、

12月受付分となっていましたが、正しくは、１月分受付分でし

た。訂正してお詫びいたします。

　

愛
媛
県
立
宇
和
島
高
等
技
術
専
門
校

で
は
、
平
成
20
年
度
の
入
校
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

募
集
科
目　

ソ
ー
イ
ン
グ
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
科（
定
員
10
名
）

願
書
受
付
期
間　

平
成
20
年
５
月
30
日

（
金
）ま
で
※
当
日
消
印
有
効

入
校
選
考
日　

平
成
20
年
６
月
６
日（
金
）

訓
練
開
始
日　

平
成
20
年
７
月
１
日（
火
）

○
入
校
選
考
料
、
入
校
料
、
授
業
料
は

無
料
で
す
。（
自
己
負
担
分
は
除
く
）

問
い
合
わ
せ
先　

愛
媛
県
立
宇
和
島
高
等
技
術
専
門
校　

宇
和
島
市
柿
原
神
ノ
前
１
７
１
２

℡（
０
８
９
５
―

２
２
―

３
４
１
０
）ま
た

は
お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

県立南宇和病院の「さわやか」医療情報

県立南宇和病院　院長 

風
かざ

谷
たに

　幸
ゆき

男
お

　先生

　４月に着任しました風谷です。私は内科

医で、循環器科と救命救急センターの仕事

を中心に歩んで参りました。

　南宇和病院では、３月に４名の医師が退

職し、着任早々、当院が提供できる診療機

能の一部を変更せざるを得ない状況に直面

しています。全国各地で医療の崩壊が叫ば

れる中、愛南町は稀に見る優等生でした。しかし、この地域に

も黄色信号が点灯しました。特に、救急医療への影響が懸念さ

れます。これからは、地域の病院、診療所、医師会、行政、消

防と町民が知恵を出し合い、協力し合いながら町の医療を守ら

なければなりません。私達も医師の確保を含め、病院を挙げて

全力で対処していきますので、町民の方々のご理解とご協力を

お願いします。

　

１
９
９
５
年
８
月
か
ら
１
９
９
９
年
６
月
製

造
の
「
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
製
石
油
給
湯
器（
ボ
イ
ラ
ー
）」

の
一
部
の
機
種
に
、
部
品
の
一
部
不
具
合
に
よ

り
、
事
故
に
至
る
可
能
性
が
あ
る
製
品
が
あ
り

ま
す
。
対
象
製
品
で
、
未
だ
点
検
が
お
済
で
な

い
方
は
、
無
料
で
部
品
交
換
を
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
、
次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
対
象
製
品

１
９
９
５
年
８
月
か
ら
１
９
９
９
年
６
月
ま

で
に
製
造
さ
れ
た
製
品
で
す
。

（
型
式
名
）

R
P
E
32
K
○
○
、
R
P
E
40
K
○
○

R
P
E
41
K
○
○
、
R
P
H
32
K
○
○

R
P
H
40
K
○
○
、
R
P
H
41
K
○
○

※
製
造
番
号
の
頭
４
桁
が
製
造
年
月
を
表
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

給
湯
器
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
０
１
２
０
―

４
４
４
―

３
０
９
）へ

受
付
時
間　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
30
分
ま
で



愛南町の持つ魅力をご紹介していきたいと思います。

皆様からの掲載依頼など、気軽に情報をお寄せください。

愛は南から
編 集 後 記
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　今号の注目記事は「愛
媛大学南予水産研究セン
ター」の開所式です。西
海支所に開設された同セ
ンターでは、大学教授を
含め、教授や学生 40 数名
による様々な研究活動が
行われます。また、地域
とのつながりを築くため、
イベントやボランティア
活動等、地域との連携強
化をめざした取組みも実
践されます。
　このことは、水産業者
のみならず、本町にとっ
ても、心強いサポート体
制や強力な応援団ができ
たことになると思います。
今後、この絆を大切にし、
本町の美しい自然景観や
特産品、温かい人情等、
広く内外にアピールする
ことが求められてくると
思います。
　皆さんも、このセンター
の方々と積極的な交流を
図っていただき、素敵な
出会いを重ねてほしいと
思います。
　「出会いは感動を生み、
その人の行動を変え、人
生を変える」と言われま
すが、私には縁のないこ
とと思わず、新たな出会
いを求めてほしいと思い
ます。そのことが、人生
の転機になるかもしれま
せん。
　私は、いくつになろう
が、自己の可能性をめざ
し、挑戦する姿は美しい
と思いますし、そんな生
き方をしたいと思ってい
ます。

　愛南ゴールドが、美味しい季節になりました。愛南ゴールドは、

ほどよい酸味があり、ミネラルも豊富で「苦味のない日本版グ

レープフルーツ」のような味わいが特徴です。現在、町内の物

産販売所等で販売されています。

　最近は、プリン、フルーツケーキ、ジュース、ジュレ、かり

んとう、タルトと、6種類の加工品があります。これからが旬

の愛南ゴールド。是非、味わってみてください。

愛南町の人口
（平成２０年４月１日現在）

世帯数　11,039 戸　
人口　   26,435 人
　男　   12,330 人
　女      14,105 人

撮影協力：道の駅みしょうMIC


